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1巻頭言

巻 頭 言

3月11日の地震発生時、筆者は仙台市の青葉山キ

ャンパスの14階建て制震ビルの11階の研究室にお

り、3分に及ぶ長い揺れを体験した。幸い、オイル

ダンパーが設置された制震ビルに構造被害はなかっ

た。同じ青葉山キャンパスにある免震構造試験建屋

において免震構造の有効性が実証されるなど、今回

の地震においては、多くの免震構造で応答低減効果

があったことが報告されている。しかし、東北大学

工学部の建築学科の卒業生にとっては、「学びの館」

である人間・環境系研究棟が大破した。耐震改修し

た建物であったが、丘陵地という地盤構造による地

震動増幅を考慮していなかったことが主要因の一つ

あることを指摘してきている。

筆者は地震発生翌日から、仙台市域を中心に宮城

県域の被害建物調査に向かうとともに、筆者らの地

震観測網で観測された地震観測記録の分析を行い、

1978年宮城県沖地震との比較や、地震動と被害の関

係などについて情報発信してきた。仙台駅前で観測

されたやや長周期地震動に関しては、東西方向に3

秒の揺れ（減衰5％の変位応答スペクトルで40cm、

減衰10％に換算して30cm）が卓越しており、仙台駅

周辺の免震構造での免震装置の最大変位は23cmで

あったと報告されている。この卓越周期は、必ずし

も直下の地盤構造だけでは説明できないことや、仙

台平野の深部地盤構造の影響として、同じ仙台市内

の長町地区では南北方向の振幅は3倍に増幅してい

ることを分析している。

免震構造の設計周期の設定においては地盤構造と

の関係を考慮することの必要性をあらためて指摘し

たい。免震装置の減衰による応答低減は見込めると

して、共振による応答の増大は避けなければならな

い。地震動の卓越周期が必ずしも直下の地盤構造で

決まらなく伝播経路の構造にも依存する現実を考慮

すると、地震観測システムとの連動により、入力し

東日本大震災を経験して：
地盤構造に依存する地震動特性と免震構造

源栄　正人東北大学　教授　

てくる地震動の卓越周期に応じて効率的に変化で

きるセミアクティブ制震技術の発展も期待される。

また、免震構造への入力地震動評価に関し、相

似則の観点から見たM9クラス巨大地震に対する長

周期地震動の性質と従来の評価手法の適用性の検

証が必要となる。この場合、解明されている地盤

構造の精度も認識しなければならない。

継続時間の影響も考慮したやや長周期成分に対

する地震動指標の検討も必要であろう。変位応答

スペクトルで大きかった地点は宮城県域では震度7

のK-NET築館の地点ではなく、比較的厚い第4紀層

が堆積する大崎市の古川地区で、4秒付近の周期帯

域において減衰5％の応答スペクトルで80～85cm

（10％に減衰補正式で換算すると60～64cm）で震度

は6強であった。

ともあれ、免・制震建物の今回の地震における強

震観測記録に基づく動的挙動の実態調査、および免

震装置の損傷状況の実態の把握は必須であり、免震

構造の問題点を整理しておく必要がある。これまで

に、筆者が把握している問題点として、1）エキス

スパンション・ジョイントが機能しなかったものが

ある。2）鋼材ダンパーの固定ボルトに緩みが生じ

た。3）鉛ダンパーの表面にひび割れが生じたもの

がある。4）津波に対する対応は設計上ほとんど考

慮されていないことなどが挙げられている。

幸いにして、設計段階で考慮している許容変位量

を超えた建物は報告されていないが、大振幅レベル

での繰り返し回数や度重なる余震の繰り返しによる

免震装置の健全性のチェックは不可欠であろう。

また、今回の地震で支持地盤の液状化の問題がク

ローズアップされてきており、沖積層が厚い場所に

設置される杭基礎の免震構造に対する検討は深部構

造を含めた地盤の強震時卓越周期の検討と合わせて

重要となろう。基礎構造の健全性が確保されて機能
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2 MENSHIN NO.73 2011.8

する免震構造であることを忘れてはならない。

さらに、今回の地震の経験を踏まえた免震建物の

普及・展開を図る場合、事業継続計画（BCP）の観点

から実態を取りまとめる必要があろう。構造ばかり

でなく、非構造・設備も含めた建物全体の耐震性能、

災害時の拠点となる施設や企業の重要施設などは直

接被害ばかりでなく、間接被害も含めた総合的な耐

震対策として有効であることをデータに基づいて示

すべきであろう。

日本免震構造協会として今回の震災を契機に「応

答制御建築物調査委員会」を立ち上げ3つの部会を

発足させたと伺っているが、筆者の指摘に対する検

討がなされることを期待したい。

最後に、免・制震技術に対する社会基盤づくりの

ために学校教育や社会教育により理解度を高める努

力も合わせて必要であることも強調したい。

巻 頭 言
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平成22年度通常総会で、ご承認いただいた公益法人改革に基づく「一般社団法人（非営

利型）」移行への準備を鋭意進めて参りましたが、このたび8月1日に内閣総理大臣の認可

を得て「一般社団法人日本免震構造協会」に移行することができました。

ご協力いただきました会員の皆様に、厚く御礼申し上げます。

本会は、平成5年6月に任意団体としてスタートし、平成11年4月より公益社団法人に移

行しました。日本免震構造協会としては発足以来18年となります。設立当初は、免震構造

物のみを対象とした普及活動に重点をおいて活動していましたが、平成12年頃から対象範

囲を制振構造にも拡げ、応答制御建築物全般に対する普及、研究に関して、種々の活動を

行って参りました。その活動も軌道に乗ってきました。一般社団に移行しても活動内容は

変わりません。

一般社団として最初の主たる活動は、東日本大震災における応答制御建築物の調査・分

析となります。これまでの調査・分析では建物の挙動は非常に良好であったものの、免震

構造においてダンパーの効果やエキスパンションジョイントに問題があったことや、高層

建築物で、やはりダンパーが定量的にどの程度あったのかはっきりしないものもあります。

これらについて早急に分析し、健全な応答制御建築物の普及に努力していくつもりです。

今後とも皆様方からの暖かいご指導ご支援を賜りますよう、心よりお願いいたしまして、

一般社団法人化に際しましてのご挨拶といたします。

一般社団法人化に関するご報告

西川孝夫一般社団法人日本免震構造協会　会長
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1 はじめに
超高層建物に免震構造を採用する場合、地震時の

揺れ低減に加えて風揺れへの配慮が必要になる。免

震の究極は地面と絶縁することになるが、例えば空

中に浮くと風で動いてしまうことになる。アイソレー

タによる柔らかい水平バネとダンパーによる減衰か

らなる一般的免震システムにおいて、地震時挙動を

最適に計画したとしても、強風時に大きく移動する

ことや振動することが懸念される。また、履歴系の

ダンパーを採用している場合には、継続時間の長い風

荷重効果により累積塑性許容量を超え破断にいたる可

能性も出てくる。風荷重に対応して履歴ダンパー量を

増やすと、地震時の応答が増えることにもなる。本

稿では、風の影響の大きい鋼構造の板状超高層建物

に、強風時には硬く挙動するよう可変性を備えた免

震システムを採用した事例を紹介する。

2 建物概要
本建物は大崎駅西口地区再開発の一部として計画

された研究開発を含むオフィスビルである。駅から

繋がるペデストリアンデッキレベルである2階下に

免震層を設けた中間層免震で、地下2階地上25階、

延床面積は約12万4千㎡、建物高さ約140mの規模

である。免震層上部は主としてオフィス用途であり、

2、3階がエントランスホールや会議室、4階は食堂、

5、6階は研究施設として対応できるスペースを設け

ている。平面東側のオフィス内部はアウトフレーム

を採用しているため約24m×130mの無柱空間を実

現しており、西側コア部は南北にのびる直線的な廊

下に対して、EV、機械室等の用途を必要な面積で

配置する計画としており凹凸のある特徴的な形状と

なっている。事務室回りに設けたバルコニー東面に

はテラコッタのルーバーに水を流し、ヒートアイラ

ンド対策としてその蒸散効果に期待する新しい試み

も行っている。階高は、2階が7.34m、基準階が

4.64m、標準的な柱スパンは、桁行方向（南北）が

7.2m、張間方向（東西）が24.3mと7.2mである。免

震層下部は駐車場、機械室等の用途である。

建築主：ソニー株式会社

設　計：株式会社日建設計

施　工：鹿島建設株式会社

工　期：平成21年2月～平成23年3月

3 構造概要
西側の凹凸部分は片持ち形式としているが、コア

柱列を整えることに加え中柱への荷重集中を避ける

ことも意図しており、大きな軸力の各柱を最大径

1,500mmのアイソレータ1個で支持している。鉄骨

造（柱CFT造）の純ラーメン架構を基本としており、

吊り下げているEVシャフトや一部地下階でアイソ

レータ支持しているEVシャフトなど2階以下には

剛性・耐力確保から軸ブレースを併用している。ロ

ングスパン両妻には、ねじれ振動抑制を意図したV

字型の粘弾性部材、コア片持ち先端には鉛直振動低

減を意図した粘弾性間柱を設けている。

柱はBX-900×900～700×700（最大板厚40mm）、

ロングスパン24.3mの大梁はWH1,200を基本とし、

鋼材種別は柱大梁ともSN490である。研究施設とし

ての用途に対応している5階床は、微振動対策から

2,400mmの大梁成としている。免震層下部は鉄骨鉄

筋コンクリート造および鉄筋コンクリート造とし、

東京礫層を支持層とする直接基礎（一部杭基礎）と

している。

免 震 建 築 紹 介

ソニー新社屋
－ロック機構付きオイルダンパーを有する免震システムの強風時挙動－

向野聡彦　
日建設計

貞許美和
同

早田友彦
同
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5免震建築紹介

図1 建物概観

図2 構造概要

図3 基準階平面図

図4 免震部材配置図

図5 ロック機構付きオイルダンパー
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4 免震概要
（1）免震部材と仕組み

高面圧天然ゴム系積層ゴムアイソレータ（1,100φ

～1,500φ）及び鋼製U型ダンパー、オイルダンパー

を使用している。風荷重効果の大きい張間方向（東

西）配置のオイルダンパーには強風時の変位振幅を

抑える可変機構（ロック機構）を装備している。

ロック機構付きオイルダンパーは、電気的な信号

を受けると内部のオイルの流れが遮断され弾性部材

となり、リリーフ荷重（1,200kN）に達すると荷重を

維持したまま変位する。この仕組みを利用し強風時

の風揺れを抑制するというのが意図するところであ

るが、リリーフ荷重以下であっても静的荷重効果に

たいしてわずかながらオイルの流れ（わずかな漏れ

と言っても良い）が生ずるため、長時間にわたる風

の平均成分で一方向に動くことを評価しなければな

らない。ロック機構付きオイルダンパーのみで適切

な免震システムを構成することは一つの理想ではあ

るが、本計画においては費用対効果という視点でU

型鋼材ダンパーを適切に組み合わせることとした。

鉛ダンパーと比し降伏変位の大きい鋼材ダンパーは

オイルダンパーのリリーフ時変位の範囲では降伏し

ないという適性がある。ただ先述のとおりわずかな

オイル移動により一方向の塑性化は風の平均成分で

覚悟しなければならないが、あくまで静的塑性であ

り累積塑性は小さく鋼材ダンパーの保有性能に与え

る影響は十分に小さいというのが期待する挙動であ

る。屋上に設置した風向風速計で設定風速（初期設

定瞬間値40m/s）を超え、免震層に設けた変位計が

設定変位（初期設定20mmXYいずれか）を超えると

ロックする。ロックは手動で行うことも可能である。

ロックがされた状態で地震が発生した場合、免震層

下部の地震計の設定加速度によりロックが解除され

る仕組みとなっており、地震優先である。

（2）地震応答解析

大地震で弾性範囲、層間変形角1/200、床応答加

速度250gal以下というように、この規模での免震効

果を確認しているが、本稿では詳細を割愛する。

（3）免震層の耐風設計

鋼材ダンパーの降伏変位でのアイソレータ抵抗

力、鋼材ダンパーの降伏耐力、オイルダンパーのロ

ック抵抗力の和が、並進2方向とねじれを含む極稀

の風荷重（風洞実験結果）以上になるよう設定して

いる。加えて、仮にアイソレータのみでもその限界

変位抵抗力で釣り合いうることも確認している。

（4）免震層の動的耐風挙動

上記に示す部材設定は単純化した静的力の釣合い

に基づくものである。ここでは簡単なモデルにより、

ロック時のわずかなオイル移動で生ずる長時間にわ

たる静的荷重効果による一方向変位を評価した例を

示す。変位の程度、鋼材ダンパーの塑性の程度、強

風後ロック解除による残留変位といったいくつかの

論点があるが、ここではその一部の検証結果を示す。

ロック時のおけるオイルダンパーの微量な粘性漏れ

は使用した40基の製品検査から評価することとした。

①振動系モデル

簡単のため免震層上部の2階と3階以上を質点に

集約した2質点系モデルとする。各質点の変位は並

進1自由度とした。

②ロック機構のモデル化

ロックした状態で5分間1,000kNの荷重を与え、そ

の変位から速度1mm/sec以下の性能を有することを確

認した。解析においてはマックスウェルモデルにより

評価し、減衰係数Cの値は下式により設定した。製品

検査における40基の減衰係数Cは、圧縮側と引張り側

で値やばらつきに違いは見られるが、ここでは簡単の

ため安全側（移動量を大き目）で評価することとした。

③検討用風時刻歴

適切な台風モデルから風荷重を想定することが理

想だが、簡単のためここでは風洞実験結果をベース

に張間方向の時刻歴波形を作成し、4時間相当の時

刻歴解析をした。現実の台風は進路により強さと風

向が変化するが、この風荷重での免震層移動変位は

大きめの評価になると考えている。

④応答結果

ロック機構がオンとオフの結果を示す。

・鋼材ダンパーは降伏するが繰り返しによる累積塑

性は保有性能にたいして十分に小さい。

・ロック時の結果から時間とともに移動する状況が

分かるが、ロックしない場合に比べその量は小さ

く、変位低減効果が大きく期待できる。

5 おわりに
鋼構造板状超高層に採用した可変機構を有する免

震システムと簡単な挙動解析について紹介した。3月

11日、関係者によるシステム制御・計測のトリガー

値設定打ち合わせ直前に東北地方太平洋沖地震の揺

れに遭遇することとなった。残念ながら設定前であ

ったため十分なデジタル記録がなされていないが、

有意な計測結果と分析などの報告は、適切な台風モ

デルでの検討とともに今後別の機会としたい。
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7免震建築紹介

図6 振動系モデル

表1 応答結果　4時間44分

図7 ロック時特性（オイルダンパー1台あたり）

図9 解析結果

図10 鋼材ダンパーの保有性能図8 検討用風時刻歴波形
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さになっています（図1、2）。

恵まれた自然環境を活かし、屋上緑化などを取り

入れながら周辺環境に調和した快適なアメニティー

を提供できる、「森のホスピタル」をインテリアの

メインテーマにしています。

ふたつの医療センターの連携を図りながらそれぞ

れの独立性を確保するために、2病院の境界にはス

タッフ専用廊下「コモンパス」を設け、検査部門、

手術部門を対称形に隣接配置させるなどの工夫がさ

れています。

1 はじめに
今回は、東京都府中市に建設された、東京都立多

摩総合医療センター・小児総合医療センターを訪問

いたしました。本施設は、JR西国分寺駅から南西

に800m程の国分寺崖線の樹林が南側に広がる一角

に位置しており、東京都が推進する都立病院再整備

の一環として建設されました。都立府中病院を全面

移転して多摩地域の基幹的な病院とする多摩総合医

療センター（789床）と、都立清瀬小児病院、都立八

王子小児病院および都立梅ヶ丘病院を移転統合して

小児に関する総合的な医療を提供する病院とする小

児総合医療センター（561床）が一体的に整備された

国内有数の施設です（写真1）。ふたつの医療センター

は、それぞれの医療機能を確保すると共に、周産期

医療や救急医療などの運用面で連携し、一体的な施

設整備での相互補完やスタッフの連携を通じて医療

の質的向上と経営の効率化を目指しています。

本施設は、PFI事業で行われています。清水建設

が95％、パナソニック（旧パナソニック電工）が5％

を出資した多摩医療PFIが事業主体となっており、

施設の建設と15年間に亘る運営管理、調達等を請

け負っています。

真夏を思わせる日差しの中、多摩医療PFI（株）

の上田嘉之様、（株）日建設計の吉澤幹夫様に案内し

ていただきました。

2 建物概要
本施設は、災害拠点病院としての機能維持を図る

目的で、免震構造が採用されています。ふたつの医

療センターを一体の免震構造として計画しているた

めに、建物規模は大きく、延べ床面積で約13万㎡、

1階の平面形状は短辺114m、長辺196mという大き

東京都立多摩総合医療センター・小児総合医療センター
（府中メディカルプラザ）

免 震 建 築 訪 問 記 ― 76

写真1 建物全景

図1 施設断面

藤波 健剛
前田建設工業

猿田 正明
清水建設
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架構形式は1～5階をラーメン構造、6階以上を地

震時の鞭振り現象を抑えることを意図して耐震壁付

ラーメン構造としています。

基礎は、武蔵野段丘礫層を支持層とする直接基礎

を採用し、支持層に届かない基礎部分にはセメント

系固化材を用いた地盤改良を行っています（図3）。

免震層は、地下1階の梁下（西側地下のない部分

と東側の蓄熱層部分は1階の梁下）に設けた基礎免

震構造としています。免震部材の配置を図4に示し

ます。天然ゴム系積層ゴム179体と鉛プラグ挿入型

積層ゴム184体の計363体の積層ゴムが使用されて

います。

本施設は積層ゴムの数が多いことに加え、建物の

セットバックや吹き抜け部があることによる重量偏

心があり、免震層の偏心を小さくする工夫が必要で

す。そこで、設計時だけでなく施工時に免震部材全

数の性能値を把握した上で配置計画を立てることが

望ましいと考えました。施工時には管理値として積

層ゴムの種別および径毎のばらつきを平均値対比±

5％以下を採用し、製作しながらの施工を行うよう

にしました。

9

免 震 建 築 訪 問 記 ― 76

多摩総合医療センターの病棟は看護動線の短縮と

見通しの良さを重視してT型平面の中央にスタッフ

ステーションを配置し、「富士山」が遠望できる西

側に伸びる病棟ウイングを階段状にセットバックさ

せ、両側の住宅地等に対し11階建の病棟の圧迫感

を軽減させる計画としました。

小児医療センターは「こころ」と「からだ」両面

に亘る患者特性に即した施設作りがテーマとなって

います。屋上を利用した「ルーフコート」を取り囲

む1フロア5～6単位の病棟3層で構成することで、

圧迫感、高層の恐怖感を取り除いた計画がなされて

います。

本建物の概要を以下に示します。

建築場所 ：東京都府中市武蔵台2-8-29

用　　途 ：病院

敷地面積 ：180,256.96m2

建築面積 ： 21,386.14m2

延床面積 ：129,879.45m2

階　　数 ：地上11階、地下1階、塔屋2階

軒　　高 ：46.5m（最高高さ：56.9m）

構造形式 ：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨鉄

筋コンクリート造、鉄骨造）

基礎形式 ：直接基礎

設 計 者 ：日建設計（設計協力：清水建設）

施 工 者 ：清水建設

3 構造計画概要
平面形状は、図2に示すように、1階で東西196m、

南北114mとなっており、階段状にセットバックす

る高層の多摩総合医療センターと中層の小児総合医

療センターを機能的にも構造的にも一体として計画

されています。

構造形式は、鉄筋コンクリート造を基本とし、ロ

ングスパンの梁や陸立ち柱を受ける架構などで部分

的に鉄骨造と鉄骨鉄筋コンクリート造を用いていま

す。2～4階のロングスパン（スパン14.2m）の大梁に

は、鉄骨梁の材端部を鉄筋コンクリートで補強した

構法（Hy-ECOS構法）が採用され、ルーフコートな

どの大きな荷重が作用する5階のロングスパン大梁

には、鉄骨梁の材端部を補強する鉄筋コンクリート

部分にプレストレスを導入した構法（PS Hy-ECOS

構法）が採用されています。

図2 建物1階平面

図3 建物軸組
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また、本施設は広大な平面積を有することから、

免震層上部躯体のコンクリートの収縮により建物の

重心に向かって水平方向に大きな強制変形を受ける

ことが想定されました。そこで施工計画段階では、

日本免震構造協会の「免震建物の維持管理規準」で

目標値とされる免震部材の強制変形を初期変位＋

25mm以下とするために、あらかじめコンクリート

の収縮量を予測し、Y方向2箇所、X方向1箇所にコ

ンストラクションジョイント（収縮帯）を設けること

にしました。計画上の主な留意点として、強制変位

の予測に加え、コンストラクションジョイントの配置

計画、接続方法の計画、接続日の検討などが挙げら

れます。コンストラクションジョイントが収縮帯とし

て機能するためには、配筋も分割されていることが

必要であり、鉄筋の継ぎ手位置に合わせて配置され

ました。鉄筋継ぎ手として機械式継ぎ手を採用し、

コンクリートの打設も周囲基礎躯体コンクリート打

設から42日遅らせて行うことにしました。これらの

結果、予測では21.8mm生じるであろう強制変位が最

終的には16.8mmで収まる結果となりました。

4 見学記
説明を受けた後に、病院内部を見学させていただ

きました。ここでは、写真を用いてその様子を説明

します。

写真2は免震層の様子です。別置きダンパーもな

く、内部の高さも人間が立って歩ける広々とすっき

りとした空間となっています。

10 MENSHIN NO.73 2011.8

免 震 建 築 訪 問 記 ― 76

写真3に示すように、免震層に入ってすぐの積層

ゴムには、竣工時に計測された際に用いられた下げ

振りがそのまま残されていました。これにより、変

形の経年変化が分かるようになっています。

写真4は高層側の多摩総合医療センターの屋上か

らルーフコートを挟んで小児総合医療センターを俯

瞰した様子です。カラーでないのが残念ですが、屋

上緑化の緑色に加え、小児総合医療センターの壁が

赤、青、黄、緑に塗られ、とても明るい雰囲気を醸

し出しています。真ん中のルーフコートは小児病棟

前のコリドールから出入りができるようになってい

ます。

小児総合医療センターの院内は分かりやすく案内

板が設置されており、様々な森の動物が出迎えてく

れます（写真5）。

図4 免震部材配置図

写真2 免震層の状況

写真3 下げ振りの設置状況
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写真6はルーフコートから見た小児総合医療セン

ターの病棟です。ルーフコートからは3階建てとな

るため、圧迫感は全くなく開放的で、ここが5階レ

ベルとは全く感じません。

写真7は反対方向の多摩総合医療センターの病棟で

す。小児総合医療センターとは眺めが異なりますが、

病棟ウイングが階段状にセットバックされているた

めに、威圧感はなく開放的な眺めとなっています。

写真8は多摩総合医療センター1階の待合室の様

子です。吹き抜け空間が大きく取られ、屋上トップ

ライトや周辺からの外光を積極的に取り入れ、開放

的な明るい空間が演出されています。

5 訪問談義
訪問見学中の質疑や談義の一部を以下に示します。

Q：本建物の所有者は東京都ですか。

A：建物は竣工後東京都に所有権を移転しています。

15年間のPFI事業契約終了後には民間事業者が

行っている運営、調達等の業務は東京都に移管

される予定です。

11

免 震 建 築 訪 問 記 ― 76

写真4 小児総合医療センター

写真5 案内板

写真7 多摩総合医療センター

写真8 1階待合室

写真6 小児総合医療センター
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Q：立川断層が近くにありますが、設計の際には考

慮されましたか。

A：サイト波の一つとして、立川断層の活動を想定し

た地震動を作成して、建物の安全性を検討してい

ます。サイト波の作成にあたっては、中央防災会

議（2004）による断層モデルを用いています。

Q：3月11日の東北地方大平洋沖地震では問題はあ

りませんでしたか。

A：地震時には、ちょうど大きな船舶がやや大きな

波を受けた様なゆったりとした建物の動きを感

じた程度でした。地震後全館の調査をすみやか

に実施しましたが、診療の継続には何ら問題は

ありませんでした。非常用設備は3日間の自立

が可能な容量となっており、この地域では、計

画停電がある程度実施されましたが、問題なく

作動しました。但し、燃料となる重油の供給が

一時期ストップしたため、今後の課題として検

討を行っています。

Q：天然系積層ゴムと鉛プラグ挿入型積層ゴムの配

置は、どのように設定されたのですか。

A：重量偏心や剛性偏心を極力減らすことを想定

し、試行錯誤的に配置して現在の配置となりま

した。

6 おわりに
国分寺の豊かな緑に囲まれた府中メディカルプラ

ザは、まさに周辺環境に調和した自然に癒される

「森のホスピタル」でした。エントランス付近には開

放的なホスピタルモールとともにレストラン、コー

ヒーショップ、24時間営業のコンビニエンスストア

も併設され、療養には最適な環境を備えていました。

免震の建物が、地域の基幹病院としての重要な役割

を担っていることが体感できました。

最後になりましたが、お忙しい中、貴重なお話を

お聞かせ頂きました、上田様、吉澤様、他関係者の

方々に、厚く御礼申し上げます。

12 MENSHIN NO.73 2011.8
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写真9 説明の様子

写真10 集合写真
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15東北地方太平洋沖地震関連

1 はじめに
著者らはこれまで水平方向と上下方向を同時に免

震化する3次元免震システムの開発および同システ

ムを適用した建物について、「阿佐ヶ谷プロジェク

ト」と題して報告してきた1)。本稿では、2011年東

北地方太平洋沖地震に関する報告として、3次元免

震システムを適用し、竣工を迎えた阿佐ヶ谷「知粋

館（ちすいかん）」の地震観測記録について紹介する。

2 建物概要
「知粋館」の外観および免震ピットを写真1に、3

次元免震装置を図1に、ロッキング抑制付オイルダ

ンパーシステムの概念図を図2に、建物概要を表1に

それぞれ示す。本建物の3次元免震装置は、一般的

な免震構造で用いられている天然ゴム系積層ゴム支

承の下に鉄骨架台を組み、これらを空気ばねで支え

る構造としている。また、積層ゴムから鉄骨架台へ

伝わる水平力を上下方向に摺動しながら直接基礎に

伝えるために、鉄骨架台に組み込まれた保持筒の中

に鋼棒を通したせん断力伝達装置（スライダー）を設

けている。空気ばねは着座状態から+100mm位置を

規定レベルとし、長期使用時は自動レベリング装置

により支点の位置が規定レベルより高ければ空気を

抜き、低ければコンプレッサーにより空気を供給し、

常に一定の高さを保つ機構を備えている。ロッキン

グ抑制付オイルダンパーシステムでは、一対の上下方

向のオイルダンパーのピストンで隔離された上下のオ

イルタンクをクロス配管で建物の対角線上にたすき掛

けにして繋ぎ、2本のダンパー間をオイルが行き来で

きるようにすることで、上下動成分に対しては配管抵

抗および管路中の減衰弁による減衰で上下方向のエネ

ルギーを吸収し、ロッキング動成分に対してはダン

パー絞りによる減衰でロッキング動を抑制する。

写真1 阿佐ヶ谷「知粋館」

図1 3次元免震装置

図2 ロッキング抑制付オイルダンパーシステム

表1 阿佐ヶ谷「知粋館」概要

會田 裕昌
同

高橋　治
構造計画研究所

富澤 徹弥
同

岡田 敬一
同

露木 保男
カヤバシステムマシナリー

須原 淳二
清水建設

東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 関 連

阿佐ヶ谷「知粋館」

06-1_阿佐ヶ谷.qxd  11.8.22 5:09 PM  ページ 15



16 MENSHIN NO.73 2011.8

東 北 地 方 大 平 洋 沖 地 震 関 連

3 観測システム概要
本建物では、3次元免震システムの性能を確認す

るため、長期観測モニタリングを行っている。表2

に計測点一覧を示す。建物内部には、RF, 1F, BF（免

震ピット）の各中央部と、1Fの隅角部に1台ずつ加速

度計を設置している。空気ばねは計28基を3つの群に

分類し、それぞれの群の空気圧を圧力計により計測

している。また、免震ピットの計測はX（EW）方向の

両端2箇所において水平上下方向の変位を計測し、

さらに免震ピットの四隅のうちの3箇所の3次元免震

装置には上下方向のみの変位計を設置している。図

3に、長期観測モニタリングの測定位置図を示す。

4 地震観測記録
2011年3月11日14時46分頃、太平洋三陸沖を震源と

して発生した東北地方太平洋沖地震は「知粋館」に

おいて、計測時間全672秒と極めて長時間の記録を残

した。図4に、X（EW）, Y（NS）, Z（UD）各方向

の0～400秒区間における時刻歴加速度波形を示す。

波形はBF（免震ピット）, 1F, RFそれぞれにおいて、

建物のほぼ中央に位置する加速度計の値である。BF

（免震ピット）における入力加速度の最大値はNS方

向で89.3gal, UD方向で46.0galであった。これに対し、

1Fの最大応答加速度はNS方向で50.5gal, UD方向で

33.3galとなっており、時刻歴加速度波形の最大値で

比較すると、入力に対して、水平方向で44%、上下

方向で28%程度低減されている。

図5に各階の加速度フーリエスペクトルを、図6に

はBF（免震ピット）－1F間における伝達関数を示す。

なお、スペクトル解析は時刻歴加速度波形において、

最大値の1/5以上を継続して記録する50～230秒区間

を対象とした。図より、水平方向で0.2～1.0秒、上下

方向では0.2～0.6秒の周期帯において、1Fの応答倍

率が概ね0.5倍以下となっており、免震効果が発揮さ

れていることが確認できる。また、図5より上下方

向ではRFにおいても応答値はほとんど増幅していな

い。伝達関数から、本建物の1次固有周期は水平方

向で2.3秒、上下方向で1.3秒程度となっており、設計

時における水平方向2.9秒、上下方向1.3秒の固有周期

と概ね良い対応を示している。

図3（a）免震ピットモニタリング位置図

図3（c）Y軸モニタリング位置図

表2 計測点一覧

図3（b）X軸モニタリング位置図
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図4（a）X（EW）方向加速度時刻歴波形 図4（b）Y（NS）方向加速度時刻歴波形

図6 BF（免震ピット）-1F 間における伝達関数

図4（c）Z（UD）方向加速度時刻歴波形

（a）X（EW）方向 （b）Y（NS）方向 （c）Z（UD）方向

図5 加速度フーリエスペクトル
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図7および図8に、免震層に設置された2点の変位

計における免震層の相対変位のオービットを示す。

免震層の変位は水平方向で最大4.0cm程度、上下方向

で最大1.3cm程度の相対変位が生じていた。また、図

9はY1通りとY4通りそれぞれの変位計の上下変位の

時刻歴応答波形を示している。変位の位相を確認す

るため、上下方向の最大応答変位付近の80～120秒区

間を表示している。図より、2点間は同一位相で互

いに追従するように変位しており、ロッキング抑制

付オイルダンパーシステムにより建物はロッキング

を抑制しながら、上下方向に変位していることが確

認できる。図10には、Y（NS）方向のロッキング角の

時刻歴応答波形を示す。Y（NS）方向のロッキング角

の最大値は1/1538であった。

図11に、各群における空気ばねの変動内圧を示す。

地震観測直前の竣工時検査の結果から空気ばね各群

の内圧は、第1群：0.78MPa、第2群：0.72MPa、第3

群：0.65MPaであったことより、今回の観測におけ

る空気ばねの変動内圧は最大でも長期支持荷重の

3.2%程度である。

5 まとめ
2011年東北地方太平洋沖地震に関する報告として、

3次元免震システムを適用した建物である阿佐ヶ谷

「知粋館」における地震観測記録を紹介した。建物

の最大応答加速度、免震層の水平および上下の最大

応答変位、建物のロッキング角、空気ばねの変動内

圧について整理し、3次元免震システムの効果を確

認することができた。
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（a）EW－UD （b）NS－UD

図7 X1*Y2 変位計における免震層の相対変位

（a）EW－UD （b）NS－UD

図8 X4*Y3 変位計における免震層の相対変位

図9 2点間の時刻歴応答変位（上下方向） 図10 Y（NS）方向の時刻歴応答ロッキング角

図11 空気ばねの変動内圧
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まず、東北地方太平洋沖地震の死者・行方不明者

総数2万3千人近い方々のご冥福を慎んでお祈り申し

上げます。

私は、この未曾有の災難を潜り抜けて、このよう

な体験記を書かせていただけることに感謝し、今後

は微力ながら復興に少しでも貢献していきたいと決

意を新たにしております。

体験記ということでもあり、被災地の中にいたも

のとしての私の経験をご紹介することにより、地震

がどのように人々の生活に影響を与えたのかを少し

でも分かっていただくことを願って、私的な観点か

ら述べさせていただきます。

私は、3月10日に仕事の関係で伊丹空港から、夜

仙台空港に戻ってきました。空港にはマイカーを止

めていましたので、一日遅れていたら愛車は流され

てスクラップになっていました。たった一日違いの

幸運でした。次の11日は、耐震診断委員会に出席の

ため早朝に盛岡へ行きましたが、夕方恒例の武藤

清先生を偲ぶ会に出席するために14時21分盛岡発の

新幹線に乗りました。すると、14時26分に電車が急

停車し、窓の外を見ると橋の上で、眼下には大きな

川が流れていてほぼその中央でした。この川は、後

で北上川であることが分かりました。まどろんでい

た私は何で止まったのかはよく分からなかったので

すが、誰かが地震だと騒いだのでそれと分かりまし

たが、新幹線はばねとダンパーが十分設置されてい

るということで、ふわふわとした感覚であまり怖さ

は感じませんでした。その後も、ひっきりなしに揺

れが襲い、そのたびに車両が揺れるとともに、窓の

外に見える電柱が鞭のようにしなっていて、激しい

揺れであることが分かりました。ですが、もう止ま

ってしまって、本震も耐えたのだから余震は大丈夫

だろうという思いと、常日頃振動台を用いた動的実

験をよく行っている職業柄、揺れに対する恐怖はそ

れほどありませんでした。しかし、今考えてみると、

その後もっと大きな地震が来ないという保証はない

わけですので、客観的には危険な状況であったのか

もしれません。いずれにしても、急停車して耐えて

くれた日本の新幹線の技術に敬意を表します。

地震の後はすぐ停電になり、デッキの非常灯のみ

が点灯し、トイレも正常には使用できなくなりまし

た。それでも臭いを我慢すれば使用不可能というわ

けではなかったので、このときばかりは男に生まれ

てよかったと思ってしまいました。そのまま、ずっ

と車内に閉じ込められましたが、情報不足で、地震

といってもどのような規模かも分からなかったので

すが、夕方横須賀の兄からメールが入り、M8.8の巨

大地震で東北地方太平洋沖地震と名づけられたとい

うことで尋常でないことを知り、新幹線に閉じ込め

られているわが身より家族のことがより一層心配に

なってきました。家内からは15時5分にメールが入

り、仙台市内のメディアテークにいたが無事に外に

出たという短い知らせがあり安堵しました。その後

は、19時53分に第二報が入り、「車が使えないので3

時間かけて街から歩いて帰った、家そのものは大丈

夫だけれど家具が移動し物が散乱し大変だ、ラジオ

が見つからない、真っ暗で不安、ポータブルのガス

ボンベが見つからないと食事も出来ない、足の踏み

場がないので家の中でオーバーを着て靴を履いてい

る、携帯電話の電池が少ない！」などの悲痛な叫び

が伝わってきました。私は、新幹線の中でどうにも

なりませんでしたが、ともかく命は大丈夫そうでし

たので、ひとまず安心することにしました。

さて、私は、車内でトイレに行く以外はじっと席

に座っていましたが、その日はとても寒く、暖房が

停止したため、車内はまだしもデッキはとても寒く

て窓に氷が張るほどでした。じっと耐えていたとこ

ろ、真夜中の零時頃にJRの方が何人も来られて、毛

布・水・ホッカイロを支給してくださり、見捨てら

れたわけではないことを実感し人心地つきました。

翌朝10時30分にはJRが救出に来てくれて、新幹線を

降りて歩いて橋の端に行き（写真1）、バスで30分か

19東北地方大平洋沖地震関連

東北地方太平洋沖地震における体験記
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けて盛岡駅へ戻りました。着くとそのまま駅前の

ホールに入り、毛布をいただいて避難所の一員と

なりました。ここで、駅員の方に、いつ新幹線が走

るのか、長距離バスはどうなっているのかなどを聞

きましたが、彼らもまったく状況は分からず、当分

不通のように思えてきました。そのとき、掲示板を

見ると、遠くに行く人を募ってタクシーで帰ろうと

いう呼びかけがあったので、その場所に行くとすぐ

仙台方面の希望者が集まり、道に出るとタクシーを

1台見つけることができました。仙台までお願いし

たところ、200kmあるので満タンでなければいけな

いから、満タンの車を探すようにといわれましたが、

それは不可能であると判断し、一ノ関駅まで行って

もらうことにしました。どうせ避難所に入るなら、

盛岡でも一ノ関でも同じであり、少しでも仙台に近

いほうが安心だと思ったからです。一ノ関まで着く

と、タクシーが5台あくびをして客待ちをしていた

ので、早速仙台までお願いしたところ、そこにいる

タクシーでは仙台までのガソリンがないということ

で、無線で行ける車を探してくれてやっと仙台の泉

中央駅まで行きました。我が家はもう少し先ですが

そこで下ろされ、地元のタクシーを捜してやっと18

時頃我が家につきました。もし、こうして帰ってこ

なかったら、すぐガソリンがなくなって当分帰って

こられなかったわけですから、我ながらよい決断だ

ったと思います。

携帯のメールは、盛岡までは通じたのですが、一

ノ関より仙台に向かってからは全くつながらず、ど

ことも連絡が付かなくなり、この状況が14日昼まで

続き、家族や皆様に大変心配をかけることになって

しまいました。このため、我が家には、連絡なく突

然帰ったわけですが、当分帰ってこられないと思っ

ていた家内はたいそう驚き喜んでくれました。家の

中に入ってみると、灯油ストーブ（上になべが載る

古いタイプ）に明かりがともり、暖をとりつつその

ストーブに土鍋を載せ、米と刻んだ野菜を入れて雑

炊を作っており、これで生きていけるという実感が

沸いてきました。このストーブは、隣の方から貸し

ていただいたものであり、隣人の有難さが身にしみ

ました。この後、我が家の生活は、14日に電気が復

旧し、明るいことがどんなに有難いことかを思い知

らされました。これで卓上IHを用いて料理も少しで

きるようになり、水道は3月24日に復旧しました。

それまでの間は、近くの公園の水場まで、常備して

あった大きなポリタンクを持って水の確保にあたり

苦労しました。降った雪を風呂桶にためてトイレ用

に使う工夫もしました。我が家は幸いなことに、風

呂が灯油なので水道が復旧したことですぐに風呂に

入ることができましたが、市内ではガス風呂が一般

的なので、地震後に実家に避難していた学生さんは

ガスが復活するまでは帰ってくることはできません

でした。我が家のガスは4月19日に開栓しました（本

当は11日でしたが不在でしたので延期されました）。

これで、ライフラインは全て揃いました。一方、ガ

ソリンの欠乏はひどい状態で、私自身は4月4日にや

っと入れることができましたが、それまでは大学へ

も重要なとき以外は出かけられる状況ではありませ

んでした。

今回の地震に遭遇して、生活面で思ったことは、

携帯電話は電気が止まって充電できなければ使えな

いこと、さらに、電池があっても身近な送信所がだ

めになるとメールも使えず意外と脆弱であること、

全てが止まっても旧式の灯油ストーブが暖房と料理

に使えること、LEDの懐中電灯がろうそく代わりの

灯りとしても役立ったこと、携帯ラジオは必須であ

ることなどでした。

続いて、被災地に身を置く一研究者としての観点

からもお話をしようと思います。今回の災害は、な

んといっても津波によるものが甚大でした。私は、

文部科学省関係の学校の調査に同行して気仙沼と南

三陸を、また、個人的に仙台の荒浜、七ヶ浜、塩釜、

松島、石巻、女川の被害を見てきました。被害の状

況は、テレビで見るものと比べ物にならないほど悲

惨なものであり、まさに爆撃の後のように、全てが

なくなってしまう恐ろしさを見せつけられました。

写真1 新幹線からの脱出
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人間の築いてきた技術が自然の前に如何に無力で

あるかを思い知らされました。木造、鉄骨造、鉄

筋コンクリート造などの構造種別で被害程度は大

きく異なりますが、十分な強さを持つ建物は構造

体には問題もなく建っていました。気仙沼のRC4階

建ての高校では、耐震補強が終わってまさに改装

を行っている最中であり、屋上まで津波に浸って

も構造体にはひびひとつ生じていませんでしたが、

教室内には車まで流入し、覆いかぶさるヘドロと

腐った魚の臭気が蔓延していました。このような

状況を見ると、解体するのはもったいないけれど、

この後も何かに使用できるのだろうかと心配にな

りました。また、志津川で見た集成木材を用いた2

階建の立派な公民館は、柱梁は無傷で残ったもの

の、壁も屋根も激しい損傷を受け、とても使い物

になるとは思えませんでした。このような状況を

見ると、津波に対して構造的にもつということと、

その後も使用できるということは違う問題のよう

に思えました。

津波地域を周ってみると、ある高さ以下では軒

並み家々に被害があるのに、それ以上であればビ

ニールハウスでも無傷であり、まったく建ってい

る高さの問題であることが当たり前のことですが

痛感しました。これを考えると、ともかく低いと

ころから居を移して高台に移ればよいということ

になりますが、海沿いが便利な漁業関係者が多く、

もともと高台には住むべき平地が少ない状況を考

えると、1000年に一度の津波のためにどこまで不

便を強いなければならないのかは疑問に思われま

した。今回の津波でも、しっかり安全なところま

で避難した方々は災難から逃れることができたこ

とを考えると、迅速に避難できるルートの確保や、

避難命令の徹底の仕方なども合わせて考えていく

べきものと思いました。

次に、振動による被害については、M9.0という

割には構造物の被害は小さいものでした。仙台市

内を一回りしても、構造的被害を探すのは一苦労

で、外観からは外壁のタイルの落下や二次壁のひ

びわれ、軽微な建物のカーテンウォール落下など

が主に見られるものでした。非構造体としては、

天井の大規模な落下が随所に発生し、劇場ホール、

デパート、スーパー、ショッピングモール、仙台

駅などが一月から数ヶ月単位で閉鎖に追い込まれ、

まだ開館できないところもあります。この問題は、

今まで地震が起きるたびに見られたもので、今後

重要な課題として全国的に厳しく耐震性確保に向

けて対策をとる必要があります。

主たる構造体の被害については、卸町や長町など

の地盤の悪いところでは、何棟か鉄筋コンクリート

建物の崩壊がありましたが、これらは大体、1978年

の宮城県沖地震の時にかろうじて生き残った建物で

あり、今回ついに命運が尽きたという感の建物でし

た。これらの建物被害の他では、わが東北大学人

間環境系建物の被害が有名になってしまいました。

この建物は、1978年の宮城県沖地震の時に、最上

階の9階で1Gを越える記録が採れたことで有名です

が、今回の地震で3階タワー部連層壁の四隅柱が壁

の曲げにより軸崩壊しました。1978年の地震では、

志賀先生・柴田先生の部材レベルの詳細解析が行

われており、当該壁は曲げ塑性率で2.8となってお

り相当な損傷であったと言えますが、その後その

まま使用に耐えてきました。ただ、壁のひびわれ

などもひどく、その後の劣化も配慮して2001年に

は妻側連層壁を切り取って新設し、桁方向にはK型

ブレースの補強、境界梁の鉄板巻き補強さらに床

の補強などを実施しました。この補強を行っても、

今回甚大な被害を防ぐことが出来ませんでしたが、

耐震補強は建物が崩壊せずに人命を守ることとい

う趣旨であることを考えると、一応役目を果たし

たといえると考えています。記録された地震動を

見ると1978年の時とまったく同様な特性をもって

おり、青葉山による1.0秒の鋭いスペクトルピーク

が市内と比べると2倍以上になっており、1978年地

震の損傷で卓越周期が1秒近傍に劣化していた本建

物に対して致命的なダメージを与えたと思われま

す。なんとも残念なことでした。

一方、私自身が居住している13階建ての総合研究

棟は、CFT構造でオイルダンパーが設置されており、

構造的被害は皆無でした。しかしながら、上層部で

は内部の被害がすさまじく、12階の私の部屋や学生

さんの部屋の鉄製本箱は、留めていた軽量間仕切り

からアンカーが抜けて倒壊し、学生さんの鉄製の勉

強机が半分の高さになってしまうほどのダメージを

受けました（写真2）。幸いその机の学生さんはいな

かったからよかったのですが、内部設備の安全性に

関しては大きな課題が残りました。

一方、免震建物については、仙台市内で免震マ

ンションに住んでいる方々から、棚から何も落ち
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ず、免震にしてよかったという声をいくつも聞きま

した。青葉山には、東北大学と清水建設が共同研究

として、まったく同じ3階建のRC造免震実証試験建

屋2棟を隣接して設置しており、1棟は通常の耐震構

造、もう1棟は高減衰ゴム支承を用いた免震構造で

建設されており、両方とも記録を得ることができま

した（写真3）。この結果、耐震構造では基礎に対し

て3倍に増幅されたのに、免震構造では1倍であった

ことが示され、免震の有効性が実証されました。こ

の結果は大変貴重なものであり、今後免震の普及に

役立ってくれるものと期待しています。

最後に、これから何年にもわたって地震被害の影

響を与え続けることになった原子力発電所について

も少し触れておきたいと思います。原子力発電所は、

地震時に、止める、冷やす、閉じ込めるという3原

則があり、止めることだけはできたものの、残りの

二つは未だにうまくいっていません。今回の被害は、

予想だにしなかった大きな津波で冷却装置を流され

てしまったことが原因ですが、「日本の原子力は他

国より安全である」という安全神話にどっぷり漬か

っており、「起こらないように対策」のみで「起き

たときの対応」ができていなかったことによります。

この点について、原子力関係者の責任を問うのは当

然ですが、われわれ建物の耐震にかかわる者として

わが身を振り返っておく必要もあると考えます。建

物の耐震設計において、設定した大きな地震力に対

して安全なものを作ることはもちろんですが、想定

以上の荷重に対してもよい壊れ方をするように建物

を設計しておく配慮の重要性をもう一度見直してお

くべきと思います。一般的な建物における、梁降伏

型の粘り強い崩壊メカニズムを保証しておくという

のはこの一つですが、超高層建物、免震建物、制振

建物など時刻歴応答解析を行う場合には、とかく、

入力地震動のレベルアップのみに気をとられ、想定

外の大きな地震が来た場合の望ましい崩壊型の議論

を忘れてしまう危険性があるように感じます。例え

ば、超高層ビルで梁降伏後に柱の座屈が起きないか、

免震建物で万一擁壁に衝突しても建物が脆性的に壊

れることのないように、ある程度の靭性は確保して

あるかなどの検討は重要だろうと思います。少なく

とも、どのようなメカニズムで壊れていくのかのイ

メージだけは設計者は持っておくべきと考えます。

今回の地震では未曾有の大被害を受けましたが、

この経験を踏まえて、近い将来、東京や名古屋、大

阪など大都市圏において到来が危惧されている巨大

地震に対する被害の軽減に役立つように、なお一層

の努力を続けていくのが我々の職務であると改めて

感じております。

写真2 12階井上ゼミ室の被害 写真3 免震実証試験
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1 はじめに
2011年3月11日に太平洋三陸沖を震源として発生し

た東日本大震災は、日本観測史上最大の規模となり、

日本全域に渡って甚大な被害を及ぼした。スターツ

CAM株式会社（代表取締役社長　関戸博高）では、免

震構造の普及に重点を入れており、関東を中心に全

国に免震構造の共同住宅等を建築している。今回の

地震が発生した際には122棟の免震構造の共同住宅

等を竣工させており、89棟（一都三県80棟・愛知県5

棟・大阪府3棟・京都府1棟）にはけがき板を設置し、

全国7箇所には地震計を設置していた。これらの観

測記録から免震構造の地震に対する有用性を確認す

るとともに、仙台市内にある当社で建築した免震構

造や居住者アンケート及び応急点検についても報告

する。

2 仙台市内の免震建物
宮城県仙台市太白区（写真1：2001年竣工）に当社が

建築した免震構造の共同住宅がある。地震計やけがき

板は設置していなかったため、実測に基づく計測デー

タは存在しない。なお、仙台市太白区の震度は、最寄

りの気象庁の計測器によれば5強を観測していた。

外観を目視確認したところ、一部目隠しパネルが

剥落する箇所が見受けられたが、大きな損傷は見ら

れなかった。1階の店舗区画にも被害は無く、イン

フラの復旧に併せて早期に営業を再開している。も

ちろん、主要構造部に係わる損傷は確認されなかっ

た。建物の入居テナント及び建築オーナーからは、

下記のコメントを頂いた。

●1階美容室の店長からのコメント

「ビンひとつ落ちることなく、機材関係も全く損

傷せずに済み、本当に良かったです。水道や電気は、

3日位で復旧しましたが、ガスの復旧は4月5日まで

掛かりましたので、それまではカットやブローなど、

できる範囲で行っていました。水道、電気、社員の

状況、お客様の落ち着き具合を考え、3月22日に再

開させることを決めました。」

●同建築に住む建築オーナーからのコメント

「お皿ひとつ落ちることなく済みました。免震マ

ンションの効果は大きいと感じています。今回の地

震を受けて免震で良かったと感じている。」

建築面積419㎡　延床面積2,019㎡

RC造地上8階建住宅25戸　店舗1区画

写真1 建物外観（2011年4月12日撮影）

東北地方太平洋沖地震における免震構造の観測記録と
居住者のアンケート調査及び応急点検

酒井 和成
同

古澤　健
スターツ免制震構造研究所

清水 輝文
スターツCAM

諸藤 弘之
スターツ総合研究所
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3 地震観測記録
当社の免震構造の建物には地震計を東京都5棟、愛

知県1棟、大阪府1棟に設置している（表1）。この地震

計により、地震の主要成分である加速度（gal・cm/s2）

等を計測し、記録することが出来る。なお、表1に示

すBのみ耐震構造で、その他は免震構造である。

表2に各建物の最大加速度一覧を示すが、免震効

果を検証するため免震構造Aと耐震構造Bで計測さ

れたデータの比較を行った（図1～3）。免震構造Aで

計測されたデータの中で、地表面で計測された地震

動は加速度で最大156galであり、計測震度を算定す

ると4.9となり、震度階級では5弱に相当する。実際

の震度としては、気象庁発表によれば、当該建物か

ら1.5㎞離れた江戸川区船堀で震度5弱を計測してい

る。一方で、免震層上部（1階床）の地震の加速度は

71galとなり、免震効果により地震力が半減されて

いることが分かる。

一般的に建築構造物は、上層階に向かう程に地震

の影響を受け、地震力が増幅されるが、免震構造の

場合、上層階に向かっても地震力の増幅を小さく抑

えることができる。今回の計測結果では、免震構造

Aの地上5階床部分では加速度85galが発生しており、

耐震構造Bの8階床部分の221galと比べるとおよそ3

分の1に低減されている。

今後、観測地震波を用いて建物応答を推測するな

ど、免震効果の分析を進めていく。

写真2 仙台市内の免震構造の共同住宅（2011年4月12日撮影）

表1 建物概要及び地震計設置箇所
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図1 東京都江戸川区一之江駅周辺の免震構造と耐震構造

表2 最大加速度一覧

図2 耐震構造Bの地上8階床加速度波形

図3 免震構造Aの地上5階床加速度波形
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4 けがき板による計測記録
けがき板に記録されたけがき針の軌跡を免震装置

の応急点検と併せて計測を行った。一都三県80箇所

について、最大変位とその方向及び東西南北の各変

位量を計測し、記録を収集することができた（表3、

図4）。この内、56箇所については、けがき針の軌跡

を透明シートに写し取り、免震構造の変位軌跡を確

認することができた。なお、地域周辺の震度から建

物自体は動いていたと考えられるものの、けがき板

とけがき針の接触が弱まっている等の理由から、計

測が出来なかった物件が10箇所あった。これに対し

ては、けがき板の記録用紙をアルミパネルに変更し、

けがき針の接触圧を十分に確保した上で設置する等

の改良を加えることとした。

けがき板の最大変位量は、一都三県で平均38.4mm、

最大90mm（東京都足立区・14階建・集合住宅）であ

った。特に変位量の大きい物件は、東京都の江戸川

区・江東区・墨田区・足立区等の東部に集中してお

り、軟弱地盤の可能性を指摘されている箇所で影響

を強く受けていることが分かった。なお、最大変位

量が0mmで動いていないと推定されている物件も4

箇所あり、神奈川県に集中していた。けがきの軌跡

の最大変位を地図上にプロットすると、図6になり、

地域により変位量に差があることが確認できる。

なお、愛知県にある5箇所の内、4箇所でけがき板

の変位を記録することができ、最大変位は8mmを計

測した。変位量計測を行った時期が6月中旬である

ため、3月15日に発生した静岡県東部地震（最大震度

6強）による影響の可能性もある。本報告では、これ

を参考値とするに留めるが、東北地方太平洋沖で発

生した地震の影響である可能性も否定出来ないの

で、今後の検証課題とする。
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表3 都県別の最大変位

図4 けがき板の最大変位 図5 けがきの軌跡（東京都東部の建物）
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5 応急点検及び計測
各観測地点で震度５弱を超える震度が計測された

ため、当社の応急点検方針に則り、自社で施工した

免震構造の建物（施工中を含む）のうち、東京・千

葉・埼玉・神奈川に所在する110棟について応急点

検を行った。応急点検には51名の人員で、翌12日か

ら18日の7日間にわたって行った。

応急点検は、目視を主体とし免震装置・設備配

管・電気配線・免震層・建物外周部について、応

急点検表に基づいて行った。その結果、44棟で床

のエキスパンションジョイント及びこれと取り合

う金物やタイルに損傷が見受けられたが、免震装

置やその他の部位について損傷は発生していない

ことが確認できた。また、施工中の建物について

も装置・免震層・構造体への損傷も発生しておら

ず、仮設足場への影響も懸念されていたが、免震

建物の仮設足場には壁繋ぎを1階床レベルに設ける

配慮をしており、足場の損傷や崩落などが発生し

ていないことがわかった。残留変位は0～19mmの

範囲で生じていたが、免震装置や建物外周部に不

具合はなかった。
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図6 けがき変位のプロット図
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り、今後の設計に活用できる部分が多数あるものと

考えている。今回の報告は速報という形となるが、

今後観測地震波を用いた建物応答の推測等、様々な

角度から免震構造の有用性について検証を行ってい

きたい。

謝辞：
東京工業大学 笠井 和彦 教授にご協力頂き地震観

測結果の波形分析を行うことができました。また、当

社の免震構造の必要性に共感頂き建築して頂いた建築

主の方々には、この場をお借りしてお礼申し上げます。

6 入居者アンケート
地震直後に免震構造の共同住宅に住まう居住者へ

ヒアリングによる個別アンケートを行い、29棟の免

震構造に居住する150人から回答を得た（3月24日～4

月2日に実施）。

地震に対する恐怖感を問う質問に関して、一般の

他の建物にいた場合「非常に恐怖を感じた」人は5

割を超えるのに対して、免震構造にいた人は3割代

に留まっており、居住者の地震に対する心理的な安

心感が大きく改善された。

免震構造の部屋の中は、ほとんどが「全く部屋に

変化がなかった」状況であり、変化があったとして

も、「本や小物が倒れた」「棚の引戸が開いた」等の

回答の程度であり、免震構造が居住者の家財等の転

倒を抑制することに効果があったと考えられる。

入居者の多くは免震構造に満足しており、全体の

平均では「大変満足」「満足」を合わせて、82％に

達する。特に、この傾向は30歳代に顕著で90％に近

い。またアンケートの自由記述では、免震構造の地

震に対する効果を実感したことを様々な形でコメン

トを頂いた。その代表的な感想を下欄に示す。

7 おわりに
今回の地震では、関東を中心に非常に多くの場所

で免震装置が稼働し、多くの場所で免震構造の挙動

をけがき板という簡便な手法で計測することができ

た。これにより地盤の軟弱性と変位量の相関を確認

することができた。また応急点検では、構造耐力上

主要な部分の損傷こそ見られなかったが、非構造部

分での損傷箇所が複数確認され、意匠上の課題を抽

出することができた。

実際の地震動に対して関東を中心に多くの免震構

造の挙動を記録できたことは極めて稀な事象であ

28 MENSHIN NO.73 2011.8

東 北 地 方 大 平 洋 沖 地 震 関 連

06-3_スターツ.qxd  11.8.19 2:19 PM  ページ 28



29特別寄稿

【免　震】
経緯：「免震建築物の技術的基準」が2000年10月に告示された後、免震建築に関しては、複数の性能評価機
関においての性能評価と、建築主事による建築確認によって建設可能となりました。これ以前のデータは

「ビルディングレター」によっていました。しかし、現在はこれらの物件を的確にとらえることが困難になっ

たため、本協会ではこれらのデータ集積を会員各位のご協力により行っています。2009年末までのデータ集

積結果です。①～③，⑤～⑪のデータはビル物の棟数を示しており、④は戸建住宅のデータを示しています。

集計結果
①免震建築物計画推移棟数 ⑦免震レトロフィット建築物-官庁・民間割合

②免震建築物計画推移-集合住宅棟数 ⑧免震レトロフィット建築物-施工状態

③免震建築物計画推移-病院棟数 ⑨免震建築物の県別分布

④免震戸建住宅計画推移 ⑩免震建築物の関東県別分布

⑤免震建築物計画推移-官庁・民間 ⑪免震建築物の東京都23区別分布

⑥高層免震建築物計画推移

①免震建築物計画推移棟数

②免震建築物計画推移-集合住宅棟数

運営委員会

特 別 寄 稿

2010年度免震制振建物
データ集積結果
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特 別 寄 稿

③免震建築物計画推移-病院棟数

④免震建築物計画推移-戸建住宅棟数

⑤免震建築物計画推移-官庁・民間
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31特別寄稿

⑦免震レトロフィット建築物-棟数と官庁・民間割合

⑧免震レトロフィット建築物-施工状態

⑥高層免震建築物計画推移

特 別 寄 稿
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特 別 寄 稿

⑪免震建築物の東京都23区別分布

⑨免震建築物の県別分布（戸建住宅を除く）

⑩免震建築物の関東県別分布
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33特別寄稿

【制　振】
経緯：パッシブ制振構造設計マニュアルが2007年に第2刷として再版されています。制振建築物は近年増加
の傾向にあります。本協会ではこれらのデータ集積を会員各位のご協力により行っています。以下は2009年

末までのデータ集積結果です。

集計結果
①制振建築物計画推移（累積推移）

②制振部材の使用割合

2010年度データ集積でご協力いただいた会員名

①制振建築物計画推移（累積推移） ②制振部材の使用割合

特 別 寄 稿
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日　時 平成23年5月17日（火曜日）午後3:00～5:00

場　所 建築家会館　1階大ホール　東京都渋谷区神宮前2-3-16

出席者 会　長：西川孝夫

副会長：深澤義和、池永雅良、沢田研自

理　事：可児長英、丑場英温、大熊武司、大八木邦彦、小谷俊介、谷口　元

常木康弘、長橋純男、西　敏夫、山口昭一、山崎眞司、和田　章

監　事：白井貴志、曽田五月也

事務局：永井　潔、小林哲之、佐賀優子

欠席者 理　事：児嶋一雄、笠井和彦、鈴木重信、 山峯夫、寺本隆幸、西谷　章、野中康友、緑川光正

監　事：梅野　岳

配布資料
資料①　会員動向について　

資料②　平成22年度総会・理事会審議事項と出欠リスト

資料③　性能評価業務への支援のお願いと機関別件数シェアの推移

資料④ 「応答制御建築物調査委員会」の発足について

資料⑤　新入会員と委員会委員の委嘱について

資料⑥　平成22年度事業報告・収支決算（案）について

資料⑦　平成23年度事業計画・収支予算（案）について

◇開　会
定刻に至り、事務局より開会が告げられ、引き続いて西川会長が挨拶した。

◇定足数の報告
事務局より、本日の理事会は定足数（出席理事16名、委任状提出7名／理事総数24名）を、満たしているの

で理事会が成立する旨が告げられ、西川会長が議長となり議事に入った。

◇議事録署名人選出
議事録署名人として、常木康弘理事（第一種正会員）・山崎眞司理事（第二種正会員）が選出された。

◆報告事項
1）会員動向について …………………………………………………………………………………………… 資料①

年度末に伴い、退会・口数変更等があった。第1種正会員については、1社減少・口数7口減となった。第

2種正会員については、入会1名・退会4名・資格喪失1名で4名減少した。賛助会員については、入会2社・

退会4社で2社減少した。

5月17日現在、第1種正会員95社（110口）・第2種正会員202名・賛助会員70社・免震普及会91名・名誉

会員1名・特別会員6団体となった。

2）監事監査について

5月11日に協会会議室にて、監事3名の監事監査を終えた。指摘事項等はなかった。

総会では、梅野監事が監査報告をする。
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3）平成22年度総会・理事会審議事項と出欠リスト………………………………………………………… 資料②

本年度は、通常総会と臨時総会を一般社団法人移行に伴い2回開催した。理事会は、通信理事会を含め9回

開催した。審議事項と出欠状況は、資料②の通り。

4）一般社団法人移行認可申請提出について

4月に内閣府に申請した。8月中旬認可の予定である。認可後は、8月31日付けで決算をし、事業計画書の

作成、理事会、臨時総会の運びとなる。

5）性能評価業務への支援のお願いと機関別件数シェアの推移 …………………………………………… 資料③

平成16年12月に、国土交通省から指定性能評価機関の指定を受け、開始してから6年が経過した。22年度

は、免震建築物の申請件数が新規17件・変更9件、免震材料の申請件数は3件となった。

機関別件数シェアの推移については、特定の性能評価機関に集中する傾向にある。

当協会の性能評価業務は、免震構造の適正な普及を図るための事業活動として推進している。

会員各位の支援に期待する。

6）「応答制御建築物調査委員会」の発足について ………………………………………………………… 資料④

3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に対して、「応答制御建築物調査委員会」を設置した。応答制御

建築物の挙動を調査・解析・検討し、課題を抽出し解決にあたる。

現在、第1種正会員に、免震・制振構造建築物調査を開始した。6月2日の総会後、現況報告をして、9月1日

の免震フォーラムで中間報告をする予定である。また、会員専用ホームページに関連情報を掲載する。エキ

スパンション等建物周辺部材については、事務局にユーザーから連絡があるため、協会としての考え方を示

しておく必要がある。

7）理事の補充について

中山理事の後任については、新法人後とすることを確認した。

8）総会

6月2日（木）15:30より明治記念館にて開催する。総会終了後、調査委員会の現況報告・協会賞の表彰式・

優秀修士論文賞表彰式および懇親会の予定である。

◆審議事項
第1号議案　新入会員と委員会委員の委嘱について………………………………………………………… 資料⑤

事務局より、賛助会員新入会の㈱アイソテクノサポート（点検会社）、応答制御建築物調査委員会の各部会

委員委嘱42名について説明があった後、審議に入り異議なく承認された。

第2号議案　平成22年度事業報告・収支決算（案）について ……………………………………………… 資料⑥

事業報告・収支決算（案）について、事務局より資料⑥にもとづき説明があった。

事業報告は、免震フォーラム・パッシブ講習会の実施、免震フェアを日本建築学会大会会場において、展示

及び起震車による体験コーナーなどのPR活動を行い、普及に努めた。また、新法人移行に関し、準備をすす

めた。収支決算は、収入総額：1億1,210万円、支出総額：1億1,403万円、当期繰越収支差額：－193万円で

あった。前期繰越収支差額が2,317万円なので、次期繰越収支差額は2,124万円となった。平成23年3月31日

現在の貸借対照表の正味財産は、1億2,546万円であった。審議に入り異議なく承認された。
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第3号議案　平成23年度事業計画・収支予算（案）について …………………………………………… 資料⑦

事業計画・収支予算（案）について、事務局より資料⑦にもとづき説明があった。

平成23年度事業計画は、性能評価事業・技術者認定事業、免震構造に関わる調査研究活動及び免震構造の普

及・啓発事業等を継続する。9月1日に、免震フォーラムを実施する。

3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に対して、「応答制御建築物調査委員会」を設けて、調査・検討を

する。また、「一般社団法人」移行認可申請をし、設立総会を開催する。

収支予算は、収入総額：1億66万円、支出総額：9,958万円、当期の収支差額は、108万円。前期繰越収支差

額が2,124万円で、次期繰越収支差額は、2,232万円との報告があった。

西理事より、10月8,9日に東北大学片平まつり（一般市民を対象：研究所一般公開）を開催するにあたり、免震

構造協会に協力依頼があり、早速検討することとなった。

審議に入り異議なく承認された。

◇閉　会
以上ですべての議案の審議を終了したので、午後5時に閉会した。

平成23年5月17日

議　　　　長　　西川　孝夫

議事録署名人　　常木　康弘

議事録署名人　　山崎　眞司
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37通常総会議事録

日　　時　　　　平成23年6月2日（木）

開　　会　　　　午後3時30分

会　　場　　　　明治記念館 2階「鳳凰の間」東京都港区元赤坂2-2-23

総表決数　　　　297個

本日出席会員数　242名（出席者70名、委任状出席172名)

この議決権数　　242個

■議案

第1号議案　平成22年度事業報告承認の件

第2号議案　平成22年度収支決算承認の件

第3号議案　平成23年度事業計画承認の件

第4号議案　平成23年度収支予算承認の件

その他

■議事の経過及び結果
1）開会

定刻に至り、事務局より開会が告げられ引き続き、西川孝夫会長が挨拶した。

2）定足数の報告

事務局より、本日の通常総会は定足数を満たしたので、有効に成立する旨が告げられた。

3）議長選出及び議事録署名人選出

議長の選出についてはかったところ、満場一致をもって西川孝夫会長が議長に選任された。

続いて、議事録署名人2名には、辻　泰一氏（第一種正会員）と村上雅也氏（第二種正会員）が選出され、

両人とも承諾した。

4）議案審議

第1号議案　平成22年度事業報告承認の件

第2号議案　平成22年度収支決算承認の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より資料に基づき事業報告及び収支決算の説明があった。続

いて梅野監事より監査報告があった後、審議に入ったが異論なく、第1号議案及び第2号議案は、異議

なく原案のとおり承認された。

第3号議案 平成23年度事業計画承認の件

第4号議案 平成23年度収支予算承認の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より事業活動については、性能評価事業と技術者認定事業の継

続、免制震構造に関わる調査研究、普及啓発事業を実施し、会誌及び図書を刊行する。また、本年度に

《一般社団法人》に移行予定である。3月11日に発生した巨大地震に対して「応答制御建築物調査委員

会」を設けて調査・検討するとの説明があり、資料に基づき事業計画及び収支予算案の説明があった後、

平成23年度通常総会議事録
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審議に入ったが異論なく、第3号議案及び第4号議案は、異議なく原案のとおり承認された。

なお、新法人移行の経緯について、事務局より報告があった。4月18日に電子申請提出、現在、認可

がおりるまで約四ヶ月の予定であり、予定通りであれば9月に移行登記（解散、設立）となる。総会で

は、旧法人最終年度決算の承認、新法人初年度収支予算書等の審議・決定をすることになることが説

明された。

その他

議長より、その他審議事項の有無の確認があったが、新たな審議事項はなかった。

5）閉会

以上をもって、平成23年度通常総会の議事全部を終了したので、議長は午後4時22分閉会を告げた。

平成23年6月2日

議長（理事） 西川　孝夫

議事録署名人　　辻　　泰一

議事録署名人　　村上　雅也
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第12回 日本免震構造協会賞－2011－

第12回日本免震構造協会賞は、右の13件に決定した。

表彰制度の目的
免震構造の技術の進歩及び適正な普及発展に貢献し

た者並びに建築物を表彰することにより、免震技術の
確実な発展と安全で良質な建築物等の整備に貢献して
いくことが本協会の表彰制度の目的である。

表彰の対象
功労賞は、多年にわたり免震構造等の適正な普及発

展に功績が顕著な個人に、技術賞は、免震建築物等の
設計・施工及びこれらに係る装置等に関する技術とし
ての優れた成果を上げた個人、法人及び団体に、作品
賞は、免震構造等の特質を反映した優れた建築物の実
現に携わった個人、法人及び団体に、普及賞は、免震
建築物・免震啓発活動・免震に係わる装置等により免
震構造等の普及に貢献した個人、法人及び団体に贈る。

表　　彰
2011年6月2日
（社）日本免震構造協会通常総会後

(社)日本免震構造協会表彰委員会委員
中埜良昭（委員長） 江本正和 木林長仁
小泉雅生 小堀　徹 深澤義和 古橋　剛
増田　剛

審査経過
本年度第12回の応募は、功労賞2件、技術賞2件、

作品賞9件、普及賞7件であった。功労賞は第7回以来
の応募であり、また普及賞は昨年度の協会創立15周年
記念事業の一環として設けられたもので、本年度から
本表彰制度の審査対象となったものである。技術賞へ
の応募は、制震技術の開発、大規模免震構造の設計・
施工技術の各1件、また作品賞への応募は、新築の事
務所ビル6件（ホテル等との複合施設を含む：うち免
震・制震1件、免震4件、制震1件）、放送施設1件（免
震）、美術館2件（免震）であった。
本年度は、まず第一回委員会で審査方法・日程等を

審議・確認し、本年1月～3月に技術賞応募者へのヒア
リングと作品賞応募作品の現地視察を行った。第二回
委員会で受賞候補について慎重審議し、功労賞2件、
技術賞（奨励賞）1件、作品賞3件、普及賞7件をそれぞ
れ選定した。
功労賞には1993年の協会設立当初より種々の制度

や事業の発案、推進に多大な貢献が認められた2件が、
また普及賞には協会の創立、維持・発展、技術成果の
社会普及に多大な貢献が認められた7件がそれぞれ選
定された。
技術賞は提案された免震・制震技術に対する新規性、

信頼性、発展性、事業展開性などの面から審議され、
超高層集合住宅に内蔵したRC造立体駐車場と住戸棟と
の二重構造を利用した連結制震技術が技術賞（奨励賞）
に選定された。

作品賞は免震・制震技術に対する構造的・技術的工
夫に加えて、その建築空間、内外環境、景観、都市環
境に与える影響も加味して3件選定された。1件は免震
構造にアクティブ制震装置を付加し、大地震時にもほ
とんど揺れない建物を目指したもので、軽快な外観と
開放的な内部空間の創出に成功している。残りの2件
はいずれも免震構造で、うち1件はかつてのレンガ造
建物を免震装置との新旧技術の融合により東京丸の内
に再現したものであり、美術館としての機能やレトロ
な外観も現代都市に溶け込んでいる。もう1件は建物
と周辺環境との空間的・建築的接点を実現した中間層
免震構造で、一見では中間層免震とはわからない仕掛
けや、ユニークな外観デザイン、大空間オフィスや外
周回廊の工夫など、意欲的な作品である。
今年度は審査の過程で東北地方太平洋沖地震が発生

した。幸いこれらの受賞作品には機能障害等は生じて
いないと聞いているが、免震・制震構造がよりロバス
ト性の高い構造として今後さらに洗練されることを期
待する。

（中埜良昭）

選　考　結　果

第12回日本免震構造協会賞受賞は下記の13件である。

Ⅰ　功労賞
1） 須賀川　勝
2） 中山　光男

Ⅱ　技術賞
1） ＜奨励賞＞二重構造による連結制振構造「デュアル・

フレームシステム」の超高層RC造建物への
展開

株式会社大林組 西村勝尚　大住和正
福本義之　和田裕介

Ⅲ　作品賞
1） 大林組技術研究所新本館
（スーパーアクティブ制震構造）
株式会社大林組 勝俣英雄 石川郁男 山中昌之

蔭山　満 遠藤文明
2） 三菱一号館

三菱地所株式会社 村田　修
株式会社三菱地所設計 岩井光男　山極裕史

小川一郎　野村和宣
3） 富士ゼロックスR＆Dスクエア

富士ゼロックス株式会社 丸山厳浩
清水建設株式会社 山田祥裕 中川健太郎

諸星雅彦 藍原弘司

Ⅳ　普及賞
杉沢　充　小幡　学　三浦義勝　鈴木哲夫
鳥居次夫　小山　実　猿田正明

（敬称略）

第12回日本免震構造協会賞
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須賀川　勝

■功労賞

中山　光男

■功労賞

二重構造による連結制振構造
「デュアル・フレーム・システム」の

超高層RC造建物への展開
株式会社大林組

■技術賞（奨励賞）

大林組技術研究所新本館
（スーパーアクティブ制震構造）

株式会社大林組

■作品賞

左から　鈴木　哲夫、三浦　義勝、杉沢　充、小幡　学

■普及賞

三菱一号館
三菱地所株式会社
株式会社三菱地所設計

■作品賞

富士ゼロックスR&Dスクエア
富士ゼロックス株式会社
清水建設株式会社

■作品賞

左から　猿田　正明、小山　実、鳥居　次夫

第12回 日本免震構造協会賞受賞の方々
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免震構造の普及推進に尽力功労賞

中山光男氏は、協会創立時より2009年までの16年

間にわたり、免震構造の普及・推進に尽力され、また、

日本免震構造協会の活動と発展に貢献されました。その

功績は極めて顕著であり、ここに、功労賞を贈ることに

なりました。

主な功績
1995年1月の阪神・淡路大震災の同年10月に、

「免震構造入門」講習会を全国で開催し、その後、
常設講習会「免震構造設計の実際」を開催し、好
評を博しました。また、事業企画委員会委員長と
して、「免震フォーラム」を開催しました。2000
年度よりスタートしました当協会の認定資格制度
「免震部建築施工管理技術者」（2011年4月現在
で2,629名が登録）と、2004年度よりスタート
しました性能評価事業の創設の中心となり、軌道
にのるまで活動されました。このふたつの事業は、
現在は当協会を支える事業となりました。
中山氏は、アイデアマンで優れた指導力と決断
力、実行力を備えていました。
残念なことに、中山氏は、昨年2010年11月2
日に逝去されました。哀悼の意を表します。

須賀川勝

免震構造の普及推進に尽力功労賞

須賀川勝氏は、協会創立時より現在に至るまで18年
間にわたり、免震構造の普及・推進に尽力され、また、
日本免震構造協会の活動と発展に貢献されました。その
功績は極めて顕著であり、ここに、功労賞を贈ることに
なりました。

主な功績
出版部会委員長（現在はオブザーバー）として、
会誌「menshin」創刊号～№72号まで、発行し
ました。会誌「menshin」は、年4回発行し、免
震建築・技術に関わる情報誌で、免震建築訪問記、
設計例、部材の性能、免震関連技術等を掲載して
います。機関誌として定着しました。須賀川氏は、
15周年記念事業の広報部会・コンペ部会の委員長
として活躍され、また普及委員会委員長としても、
現在も活躍されています。
須賀川氏は、人脈広く・フットワーク良く柔軟
性と、スピーディさを持ち合わせ、そのおかげで
常に締め切りと背中合わせの会誌を、順調に発行
し、免震普及に貢献されました。

中山光男
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二重構造による連結制振構造「デュアル・フレーム・
システム」の超高層RC造建物への展開

概要
免震構造や制振構造は地震時の損傷軽減のための欠くべからざる技

術となりつつある。しかし、建物全体の構造性能（安全性）が免震装置
に依存している免震構造では想定外の地震動に対してよりタフとなる工
夫が望まれる。また、超高層建物では上部構造が長周期となるため免震
効果は小さく、長周期地震動や強風時の揺れ、中小地震後のエキスパン
ション部での残留変形等の問題が残る。一方、数多く建設されてきた層
間変形を利用したRC造制振構造では、主体構造のひび割れ等による履
歴減衰が大きく、制振構造による大きな損傷低減効果は期待できない。
連結制振構造「デュアル・フレーム・システム」は、このような免

震・制振構造の課題を解決した技術であり、1つの建物を固有周期が異
なる2つの構造体で構成し、両者間の変形差に着目して粘性系の制振装
置（オイルダンパー）で両者を連結した非常にシンプルで明快な発想の
もとに生まれた技術である。この技術を高さ約155mの超高層RC造建
物に適用した。（実積：竣工2件、事中5件、着工予定1件）

選評
本技術は、超高層集合住宅を対象に、既往の連結制

振の概念を発展させた制振構造システムを提案・実施
して、大地震時の耐震安全性を向上させる技術開発お
よび実施を内容としている。
従来の連結制振に関する構造計画は、それぞれの構

造体の固有周期の差（剛性配分比のみ）に着目したも
のであったが、本提案では質量配分比にも着目して改
良した構造方法の提案であり、簡単明瞭ながら制振効
果を大幅に向上させた技術である。建築計画的にも、
中空ロ字型の居住部分と、空間を隔てて中空部分に立
体駐車場を配置した二重構造的な配置となっており、
構造計画と整合している。
本技術は、連結制振構造を利用して主構造体の地震

応答レベルを一般耐震構造の場合の1/2～1/3にまで
低減する耐震構造計画として、実務レベルでは先駆的
なものであり、新たな方向性を示していると考えられ
る。ただし、本提案は作品賞ではなく、技術賞として
応募されているにもかかわらず、提案技術の適用範囲
に関する解明が不十分であり、各種設計因子と制振効
果の関連がどこまで一般性を有するかも論理的に明示
されておらず、今後の研究が必要と考えられる。
以上より、本技術は制振効果を活用した建物として、

免震構造協会賞・技術賞（奨励賞）に相応しい技術開
発および実施であると評価できる。

（木林長仁）

システム及び特記事項
タワー型超高層集合住宅では、一般的に眺望、開放性を

重視し住戸の接空面を多く確保する計画となるため、中央
部吹抜となるロの字形の平面計画となる。デュアル・フレ
ーム・システムは、この中央吹抜部に立体駐車場を内蔵す
る剛強なRC造連層耐震壁架構を設け、住戸を構成する長周
期化したRC造純ラーメン架構と、分離・独立した2つの架
構で1つの建物を構成し、それぞれを制振装置で連結した連
結制振構造である。RC造連層耐震壁架構により、2つの架
構の固有周期差を大きくし、質量差を小さくし、連結制振
構造の効果を高めている。多くの場合、トレード・オフの
関係にある耐震性能の向上と空間のフレキシビリティを実
現した建築計画に昇華した構造システムである。この技術
は、次のような効果を生み出している。
・リーズナブルなコストで高い耐震性能を実現：レベル2入
力地震エネルギーに対する消費エネルギー：制振装置
70％、主体架構15％程度。また、最大応答層せん断力
係数が免震構造相当

→レベル2許容応力度設計が容易に可能
・高い耐風性能：受風架構である主体架構の風荷重を70％
程度に低減
・間口の広い無柱、無梁空間を創出：平面計画のフレキシ
ビリティ向上→建物の長寿命化
・騒音源となる立体駐車場をRC壁で囲むことによる住戸へ
の遮音効果を増大
・2つの架構間を設備スペースに有効利用

→SI住宅対応可能
・駐車場が建物内にあり、敷地のオープンスペースを拡大
およびランドスケープに寄与

株式会社大林組：西村勝尚、大住和正、福本義之、和田裕介

 
建物を構成する架構：長周期

柱と梁で構成する
ラーメン架構

独　立

制振装置で連結

剛強な架構：短周期

連層耐震壁架構
：フリーウォール

一般的な制振構造

耐震構造

D. F. S.

主体架構≒85％

主体架構≒65％

内部減衰≒15％

制振装置≒20％

内部減衰≒15％制振装置≒70％

内部減衰≒15％

主体架構≒15％

シティタワー大阪天満
（撮影：株式会社伸和）

構造種別による地震入力エネルギー消費割合概念図

デュアル・フレーム・システム（DFS）の概念図

技術賞
（奨励賞）

制振装置：オイルダンパー
（撮影：株式会社エスエス大阪）
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作品賞 大林組技術研究所新本館
（スーパーアクティブ制震構造）

建築概要
建 設 地：東京都清瀬市下清戸4-640

建 築 主：株式会社大林組

設　　計：株式会社大林組一級建築士事務所

施　　工：株式会社大林組東京本店

建築面積：3,370.51m2 述床面積：5,535.38m2

階　　数：地上3階　高さ：16.092m

構造種別：鉄骨造

選評
一般的な免震構造に加力装置を加えて、建物の揺れ

を1/30～1/50に低減しようという野心的試みを実現

した建物である。その試みは、建物と地面に設置した

センサーが地震動を感知し、コンピュータが瞬間的に

求めた最適な制御力を油圧アクチュエータが加えるこ

とによって実現されている。アクティブ制御のしくみ

は、地動からの入力を打消すフィードフォワード制御

と建物の応答を低減させるフィードバック制御の組み

合わせとなっている。

アクチュエータの動力源は停電時でも働くようにア

キュムレータ（蓄圧器）に大量にためられているが、

震度6以上の地震では、通常の免震建物に戻るように

しくまれ、また、アクチュエータからの不安定な振動

を防ぐためのしくみもとられている。これらのしくみ

は、解析、実験などで確認されている。

免震構造を採用したことが建築計画に反映され、

500φの細い高強度CFT柱が支える建物は、空中に浮

いているかのように思わせる。また、室内は18ｍ×

16.2ｍの大スパンに、さらに大きな吹き抜けをもうけ、

軽快な室内ブリッジを付け加えることにより、開放的

で快適な空間となっている。

（深澤義和）

免震化した経緯及び企画設計等
本建物は、最先端の研究施設創造をコンセプトに掲げ、

最高級の耐震性能を確保しつつ開放的な大空間を実現する

事を構造設計の目標とした。

最高級の耐震性能は、世界で初めてスーパーアクティブ

制震構造を導入することにより達成できた。さらに、超高

強度材料を用いることにより、開放的な大空間を実現した。

執務空間であるワークスペースの柱には、超高強度鋼（H-

SA700B）および超高強度コンクリート（Fc160）を組

み合わせた超高強度CFT構造を採用し、500φ柱による

18mの大スパンを実現した。また室内ブリッジには、高じ

ん性高強度モルタル「スリムクリート」を採用し、ブリッ

ジのせいを350mmにすることができた。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
スーパーアクティブ制震構造は、免震構造をさらにバー

ジョンアップさせた構造で、免震構造にアクチュエータに

よる制御を付加したシステムである。

アクチュエータは指令に基づき、地盤が動いた分だけ建

物を反対方向へ動かす。その結果、建物は位置を変えるこ

とがなくなる。地面の揺れに影響されず、言わば建物が空

中に静止するかのような状態を実現することができる。

株式会社大林組　勝俣英雄、石川郁男、山中昌之、蔭山　満、遠藤文明

建物外観（撮影：クドウフォト）

アクチュエータ（撮影：クドウフォト）

ワークスペース（撮影：クドウフォト）
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作品賞 三菱一号館

建築概要
建 設 地：東京都千代田区丸の内二丁目6番2号

建 築 主：三菱地所株式会社

設　　計：株式会社三菱地所設計

施　　工：株式会社竹中工務店

建築面積：1,260.00m2 述床面積：6,212.43m2

階　　数：地上3階、地下1階　高さ：23.028m

構造種別：煉瓦組積造

選評
一度は取り壊して都市から消えたレンガビルを、約

40年後に復活させ、多くの人々が訪れる美術館にする

――。超高層ビルが林立する東京・丸の内エリアに登

場したこの低層のレンガビルの外観は異彩をはなちな

がら、景観的にも都市環境的にも、ヒューマンスケ

ールの「落ち着き感」を街に与えている。

意欲的な試みに驚かされるのは、表面にレンガを

貼った「見かけのレンガビル」ではなく、人の手でレ

ンガを一つひとつ積み上げた正真正銘の組積造という

ことだ。

この本物のレンガビルに、100年以上の長寿命を想

定した耐震性能を持たせるため、建築主が採用したのが

免震構造。地下の躯体に、鉛プラグ入り積層ゴムと積層

ゴムなどによる免震部材を介してレンガビルが載る。

地震が頻発におこる昨今、建築の構造に詳しくなく

ても「大地震のとき、昔風のレンガ造で大丈夫なのだ

ろうか」という不安を抱く人が少なくない。「免震構造」

にすることは、美術館に訪れる利用客に安心感を抱か

せる心理的な「担保」にもなっていると思う。

（増田　剛）

免震化した経緯及び企画設計等
本建物は旧三菱一号館の復元であり、J. コンドルの設計

思想や当時の煉瓦造の建築技術や工法の解明、近代都市の
歴史を発信する意義から明治27年の竣工時を基本にし、残
された資料（当初図、解体時の調査図と写真、保存部材）
に基づいてできる限り忠実に行うことが求められた。基礎
を除いて煉瓦組積造建物を煉瓦壁、木造小屋組、スレート
屋根、床組、窓枠石や隅石、内装仕上げ等極力改変せず忠
実に復元し、かつ今後100年程度の長寿命耐用年数を考慮
し、兵庫県南部地震クラスの地震にも耐えうる最新の耐震
安全性を確保するため、免震構造が採用された。また用途
としては当時のオフィスとは異なり、美術館として活用さ
れることとなった。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
復元建物は純粋な煉瓦組積造であり、煉瓦を縦に貫通す

る鉄筋補強等一切ない構造である。塑性変形能力が全くな
いことに加え、過去に多数の被害例があるように耐震上の
クリィティカルは壁面外強度である。設計においては、構
造実験で組積体の許容応力度を決定し、1層1スパンの実大
壁の面外加力実験により面外強度を確認した。地震の上下
動も考慮すると水平動の入力は極力小さく抑える必要があ
った。そこでRB,LRBとオイルダンパーを組み合わせた免
震構造を採用し、想定する最大級の地震に対して壁脚部に
極力ひび割れを生じさせないことを目標とした。免震構造
にすることにより、上部構造の改変を行わず煉瓦組積造の
復元を実現した。

建築主：三菱地所株式会社　村田　修
設計者：株式会社三菱地所設計　岩井光男、山極裕史、小川一郎、野村和宣

復元断面図復元1階カフェ（撮影：増田彰久）

建物外観2（撮影：村井　修）

建物外観1（撮影：小川泰祐）

10_構造協会賞.qxd  11.8.19 2:21 PM  ページ 44



45第12回 日本免震構造協会賞

第12回日本免震構造協会賞

作品賞 富士ゼロックスR＆Dスクエア

建築概要
建 設 地：横浜市西区みなとみらい6-1
建 築 主：富士ゼロックス株式会社
設　　計：清水建設株式会社
施　　工：清水建設株式会社
建築面積：11,343.12m2 延床面積135,253.62m2

階　　数：地上20階、地下1階　高さ：98.661m
構造種別：S造（柱CFT）、一部SRC造

選評
人と社会と環境をつなぐという企業理念を、自社の

R&D拠点を建設するにあたり、建物を通して社会に実
現しようという建設主の熱い意欲が感じられる作品で
ある。このコンセプトは、フレキシビリティのある大
空間のオフィス、外周回廊、スキップボイド、高い階
高、高い環境性能、緑の丘などとなって建物各部に現
れている。しかしながら建設地は軟弱地盤上であり、
制震構造では地盤の周期を避けるのが難しい。高い耐
震性能の要求もあり、長周期な免震構造の採用は必然
的な解決策ともいえよう。ペデストリアンデッキから
のエントランスが3階であり、4階から上が免震の中間
階免震であるが、4階の外壁をうまく下ろすことで、
免震クリアランスが全く外部から見えない。免震とは
思われない外観もおもしろい。建築主の建物に対する
熱意に応え、設計者、施工者の努力が実った作品は免
震協会賞として評価するものである。3月11日の地震
には構造的被害はなく、什器・備品などの転倒や移動
などもなかったと聞くが、BCP対応として導入された
構造ヘルスモニタリングシステムがどのように機能し
たかなども分析・報告をし、今後の参考となることを
お願いしたい。

（古橋　剛）

免震化した経緯及び企画設計等
本建物の構造計画を行う上で、三つの解決すべき課題が

あった。一つは建築のコンセプトである新しい共創空間・

特徴的な形態を実現すべく、構造架構形状も矩形ではなく、

やわらかい曲線で構成すること。二つに埋立地による軟弱

地盤であっても高い耐震性を確保し、災害時にも研究・開

発拠点としての機能維持を目的とするBCPに配慮した計画

であること。そして1フロア6,000m2もの空間をフレキシ

ビリティに富むワークスペースとするため、できる限り柱

を少なくし、かつ細柱とすることであった。これら三つの

課題を解決するために、中間階免震構造と高強度CFT柱を

組合せた構造システムを採用した。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
レベル2地震時における弾性設計をより確実なものとす

るために、鋼管に建築構造用高降伏点鋼材を用いた高耐力

CFT柱を採用した。免震構造と組み合わせることで、約

3,000m2のワークスペースを最小限の柱径・柱台数で実現

できた。

本構造システムの採用により、耐震性能的にも経済性の

面でも免震構造の有用性が発揮できた。フレキシビリティ

を高め、建築のコンセプトである楕円空間を無理なく、か

つ合理的に実現した点も構造計画上の特徴である。

建築主：富士ゼロックス株式会社　丸山厳浩
設計者・施工者：清水建設株式会社　山田祥裕、中川健太郎、諸星雅彦、藍原弘司

みなとみらい21地区と建物外観（撮影：吉田写真事務所）

建物内観（外周縁側空間）
（撮影：NARU建築写真事務所）

断　面　図

緑の丘とファサード
（撮影:吉田写真事務所）
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第12回協会賞　普及賞

■受賞者と受賞理由

□杉沢　充

当協会設立時の会員応募活動において、企業、大学等の研究機関に精力的に働きかけを行い、多数の賛同

に尽力された。技術委員会委員として免震構造等の普及・発展に貢献された。

□小幡　学

当協会の社団法人化にあたり、法人化委員長として旧建設省と折衝し、社団法人設立に尽力された。協会

理事として免震構造等の普及・発展に貢献された。

□三浦義勝

維持管理委員長として、免震構造の機能を永く維持するための維持管理基準の制定と基準書作成・発行に

尽力された。免震建物の長期間の安全性を追求するなど普及・発展に貢献された。

□鈴木哲夫

基盤整備委員長として、協会事業収支の基本的考え方を構築され、現在の協会基盤を整備された。普及委

員会社会環境部会の委員長として免震建物のライフサイクルコストの考え方を提案され、免震建物の普

及・発展に貢献された。

□鳥居次夫

協会会誌の編集委員会では永年にわたって献身的に活動された。当協会出版の「はじめての免震建築」の

編集幹事を担当するなど幅広く協会活動に協力され、免震建物等の普及・発展に貢献された。

□小山　実

協会会誌の編集委員会では永年にわたって献身的に活動された。当協会出版の「はじめての免震建築」の

編集幹事を担当するなど幅広く協会活動に協力され、免震建物等の普及・発展に貢献された。

□猿田正明

協会会誌の編集、メディアWG、協会創立記念事業等で献身的に活動された。当協会出版の「はじめての

免震建築」の編集幹事を担当するなど幅広く協会活動に協力され、免震建物等の普及・発展に貢献された。
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第12回日本免震構造協会賞

（目的）
第 1 条 この規程は、社団法人日本免震構造協会
（以下「協会」という。）の表彰について必要な事項
を定め、免震構造等の技術の進歩及び適正な普及
発展に貢献した個人、法人及び団体に対して表彰
することを目的とする。

（表彰の種類）
第 2 条 表彰は、功労賞、技術賞、作品賞及び普
及賞の4種類に分けて行う。

（表彰の対象）
第 3 条 功労賞は、多年にわたり免震構造等の適
正な普及発展に功績が顕著な個人に贈る。
2 技術賞は、免震建築物等の設計、施工及びこれ
らに係る装置等に関する技術としての優れた成
果を上げた個人、法人及び団体に贈る。
3 作品賞は、免震構造等の特質を反映した、優れ
た建築物の実現に携わった個人、法人及び団体
に贈る。
4 普及賞は、免震建築物・免震啓発活動・免震に
係わる装置等により免震構造等の普及に貢献し
た個人、法人及び団体に贈る。

（表彰）
第 4 条 功労賞、技術賞、作品賞及び普及賞には
表彰状と副賞を贈る。
2 表彰の時期は、原則として、協会の通常総会時
とする。

（応募の方法）
第 5 条 協会会長（以下「会長」という。）は、毎年
日本免震構造協会賞応募要領を定め、候補者を募
集する。
2 応募は、自薦又は他薦のいずれでも良い。

（表彰委員会）
第 6 条 日本免震構造協会賞の審査は、表彰委員
会（以下「委員会」という。）が行う。
2 委員長及び委員は、理事会の同意を経て、会長
が委嘱する。
3 委員会には、委員長の指名により副委員長1名
を置くことがある。副委員長は、委員長を補佐し、
委員長に事故ある時は、その職務を代行する。
4 委員会は、委員長及び副委員長を含め、8名以
内で構成する。
5 委員の任期は1期2年とする。ただし、再任を
妨げないが連続2期までとする。
6 委員長は、必要に応じ専門委員あるいは専門委員
会を置くことができる。
7 委員会の運営について必要な事項は、委員会が
別に定める。

（受賞者の決定）
第 7 条 各賞受賞者を、委員会が選考し、会長が
決定する。

（規程の改廃）
第 8 条 この規程の改廃は、理事会の議決による。
（細則）
第 9 条 この規程を実施するために必要な事項に
ついては、別に定める。
附則（最終改正）
この規程は、平成22年5月14日から施行する。

応募申込先及び応募に関する問合せ先
（社）日本免震構造協会・事務局
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18

JIA館2階
TEL03-5775-5432 FAX03-5775-5434

第13回（2012年）日本免震構造協会賞募集

社団法人日本免震構造協会表彰規程に従って、下記のとおり第13回（2012年）日本免震構造協会賞の候補者
を募集いたします。会員及び一般の方々の積極的な応募と推薦をお待ちしております。なお、ここでの表彰対象
には、制振構造を含めることとします。また、作品賞は、2011年7月末日以前に竣工した建築物で、審査のた
めの内部視察が可能な建築物を対象といたします。
●応募締切日 応募申込　2011年8月10日 ●（社）日本免震構造協会表彰委員会

（ＦＡＸ可） 委 員 長 中埜良昭
書類提出　2011年9月1日 委 員 江本正和　　木林長仁　　小泉雅生

●表　彰　式 2012年6月 小堀　徹　　深澤義和　　古橋　剛
（社）日本免震構造協会通常総会後 増田　剛

社団法人日本免震構造協会表彰規程
平成12年6月15日制定
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優秀修士論文賞

審査結果
野々山　昌峰（東京工業大学）
鉄筋コンクリート骨組への座屈拘束筋違の接合方法に関する研究

久米　建一（京都大学）
強度のばらつきを考慮した地震応答解析による座屈拘束ブレース接合部の耐力要求値

馬場　勇輝（東京工業大学）
鋼材ダンパー、粘弾性ダンパーを用いた実大5層建物の実験に基づく架構の構造特性とダンパーの
制振効果に関する考察

修士論文賞審査委員会
委員長： 山崎　真司
委　員： 荻野　伸行

笠井　和彦
川口　健一
山 峯夫

辻　　泰一
三山　剛史
森高　英夫
龍神　弘明
和田　　章

総　評：審査委員長　山崎　真司
本協会では2008年度より「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」を設け、優秀論文の顕彰
を行っている。今回は2010年度修士学位取得および取得予定者を対象として募集を行い、11編の応募
論文があった。優秀修士論文賞の選定は本協会に設置された「修士論文賞審査委員会」（委員10名）が
担当し、昨年と同様二段階選考により行った。
1次選考では全員の委員が論文概要書に基づく評価を行い、その集計により6編の候補論文を選んだ。
2次選考は委員会を開催し、各委員が本論文に目を通した上で最終評価を行い、その集計により3編の
優秀論文を決定した。応募者と同一の大学に所属する委員は当該論文の評価に関与しないよう配慮し
た。応募論文のテーマは多岐に亘っており、研究体制についても新たなテーマへの取組み、これまで
の研究室の継続テーマへの取組みあるいは他機関を含む大きな研究プロジェクトの一員としての取組
みなどがあり、慎重に選考作業を行った。選考に際しては著者自身の主体的な研究推進を通して得た
学術成果を評価することに重点を置いた。
応募論文はいずれも学術的内容並びに論文完成度のレベルが高いものであり、残念ながら選定外と
なった論文も研究への真摯な取組みが感じられる優秀な論文であった。質の高い論文を纏めた著者の
今後の活躍を期待する。

第3回　優秀修士論文賞
修士論文賞審査委員会
委員長　山崎　真司
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優秀修士論文賞優秀修士論文賞

第3回 免震構造・制振（震）構造に関わる優秀修士論文賞受賞の方々

鉄筋コンクリート骨組への座屈拘束筋違の接合方法に関する研究

野々山　昌峰（東京工業大学）

強度のばらつきを考慮した地震応答解析による座屈拘束ブレース接合部の耐力要求値
久米　建一（京都大学）

鋼材ダンパー、粘弾性ダンパーを用いた実大5層建物の実験に基づく
架構の構造特性とダンパーの制振効果に関する考察

馬場　勇輝（東京工業大学）

記念メダル
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選　評

鉄筋コンクリート骨組への座屈拘束筋違の接合方法に関する研究
野々山　昌峰（東京工業大学）

制振デバイスの塑性変形により地震エネルギーを吸収し、構造骨組は弾性的挙動をさせるという
損傷制御設計は、高層建築において一般化しつつあるが、本論文では、座屈拘束筋違を鉄筋コンク
リート構造骨組に効率的に組み込む方法を提案し、部分骨組実験・数値解析等によってその有効性
を検証するとともに、接合部周辺の詳細な挙動（要求性能）を明らかにしている。また、RC骨組を
メガストラクチャーと捉え、ワーレントラス型のダンパー配置や鉛直方向力の伝達をコッターする
など、実際の建物への適用が期待でき、優れた修士論文と評価できる。

（荻野伸行）

強度のばらつきを考慮した地震応答解析による
座屈拘束ブレース接合部の耐力要求値

久米　建一（京都大学）

座屈拘束ブレース（BRB）をもつ制振構造において、ボルト接合されたブレース取付部のすべり
や降伏の影響を詳細に検討し、接合部耐力の必要値の決定法を提案している。
BRBと接合部の実際の耐力の変動を鋼材・接合部の実データに基づき統計的に考慮した地震応
答解析、BRBの架構に対する剛性や耐力の比や歪硬化を変えたシステマティックな検討など、大
変優れた内容の修士論文である。
ただし、用いた制振構造は、耐震構造における現行の1次・2次設計に基づき耐力設計され、変
位・加速度の制御を直接行う設計はされていない。そのせいもあり、BRBの剛性と耐力を常に同
一に変化させており、BRBの元来の利点を反映させていない。これらも踏まえた研究により、更
に貢献なされることを期待しております。

（笠井和彦）

鋼材ダンパー、粘弾性ダンパーを用いた実大5層建物の実験に基づく
架構の構造特性とダンパーの制振効果に関する考察

馬場　勇輝（東京工業大学）

制振ダンパー単体の試験は理想化した状態での試験が多く、それを建物に組込んだ場合に建物や
ダンパーがどのような挙動を示すかを知ることは重要である。この論文では実大建物振動台実験
結果からダンパーの取付け部に面内外の変形を生じることを示し、その部分に設計の配慮が必要
であるとしている。また、実験を進めていく中でスラブに損傷を生じ、それが応答に及ぼす影響
についても示している。局所の挙動が全体挙動に及ぼす影響を振動台実験結果から示し、応答解
析に再現していることでこの論文の価値は表彰に値するものである。

（三山剛史）
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1 はじめに
現在、構造耐震指標 Isによる耐震診断・耐震補

強 1）が広く行われているが、制振部材による補強

については、Is値の計算方法が未整備な状況にある。

本研究では、2005年に告示化されたエネルギー法 2）

を援用した構造耐震指標 Is（以下、換算 Is値とする）

の計算方法を提案する。本報では換算 Is値の計算

手順および計算例を提示する。なお、本研究の詳

細については文献 3）を参照されたい。

2 制振補強建物の換算Is値
換算 Is値は（1）～（14）式を計算することによって

求める。（2）式と（3）式を比較しそのうちの小さいほ

うを各層の換算 Is値とする。

ここで、Td：損傷限界時の1次固有周期、g：重力

加速度、M：建物全質量、ED,i：架構全体の限界吸

収エネルギー、f ED,i：主架構の限界吸収エネルギー、

dED,i：ダンパーの限界吸収エネルギー、Wf, i：損傷限

界状態で主架構部分で吸収できる弾性エネルギーの

吸収量、Wde,i：損傷限界状態でダンパー部分で吸収

できる弾性エネルギー吸収量、Wdp, i：損傷限界状態

内でダンパー部分で吸収できる塑性エネルギー吸

収量、Esf,i：許容変形状態内で主架構部分で吸収で

きる塑性エネルギ―吸収量、Esd,i ：許容変形状態内

でダンパー部分で吸収できる塑性エネルギー吸収

量、nd'：主架構が弾性範囲内でのダンパー部分の

塑性変形の累積の程度を表す数値（=5）、nf：主架構

の塑性変形の累積の程度を表わす数値（=2）、nd：

主架構が塑性範囲内でのダンパー部分の塑性変形

の累積の程度を表す数値（=2）、μi
*：降伏変位に対

する許容変位の比、f aE,i： Is値換算のための主架構

の限界吸収エネルギー fED,iの調整係数、daE,i： Is値

換算のためのダンパーの限界吸収エネルギーdED,iの

調整係数、γi：多質点系の補正係数、pi：各階の保

有水平層せん断力係数のAi分布とのずれを表わす

数値とする。なお、添字の iは層の位置を示してい

る。SiやPiなど上記以外の記号については文献
3）を

参照されたい。

研究助成事業

2010年度（第2回）免震構造・制振構造に関わる研究助成の成果報告

自由テーマ部門
「履歴型ダンパーを用いた制振補強建物の耐震性評価

－エネルギー法に基づいたダンパー補強建物の換算Is値－」

小林正人（明治大学理工学部　准教授・博士（工学））

位田拓磨（松田平田設計　修士（工学））

五十棲雄高（明治大学大学院　大学院生）
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3 換算 Is値の解説と算定手順
3.1 架構全体の限界吸収エネルギーED,iの算定

エネルギー一定則の概念（図1）から、弾塑性状態

において許容できる最大変形δmax,iまでに層が吸収

するエネルギー（限界吸収エネルギー：図2）を等価

な弾性エネルギー（図3）に置換したものが Is値であ

り、制振部材を考慮して架構全体の限界吸収エネル

ギーED,iを陽な形で表現したものが換算 Is値である。

限界吸収エネルギーED,iは、各層の主架構および

ダンパーの復元力特性、エネルギー吸収性能を考

慮し、（4）～（11）式を用いて算定する（図4）。

3.2 Is値換算のための限界吸収エネルギーの調整係

数 f aE,iと daE,i

主架構の限界吸収エネルギーの調整係数 f aE,iとダ

ンパーの限界吸収エネルギーの調整係数 daE,iは、エ

ネルギー一定則とエネルギー法のエネルギー吸収量

の評価の差を補正するため f ED,iとdED,iの調整係数と

して（12）式および（13）式のように定めている。

d aE,iは図5に示すように地震応答解析結果のバラ

つきを考慮して定めており、平均値－0.5σに相当す

るものとなっている。

3.3 損傷集中の考慮

換算値 Isでは（3）式で表すように、架構全体の限

界吸収エネルギー量を各層に必要とされるエネル

ギー吸収量の割合で基準化して当該層の耐震性を

表現する。これにより、損傷集中の程度を Is値に

反映させている（図6）。

3.4 多質点系の補正係数γi
γiは1質点系の換算 Is値を多質点系に拡張する際

に生じる差を補正する係数として定めている。

3、5、10質点のモデルに対して損傷集中層を設

け、耐力・剛性を相対的に低下させたときのγiを

図7に示す。図7から、全体をほぼ包絡し安全側と

なるように（14）式を定めている。

研究助成事業

図1 エネルギー一定則 図2 限界吸収エネルギー 図3 弾性置換エネルギー

図4 限界吸収エネルギー 図6 損傷集中層の概念

図7 補正係数γiとpi/ave（pi）の関係図5 調整係数 faE，daEとμ＊の関係
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4 換算値Isの計算例
ダンパー補強を施した鉄骨造建物に対してエネ

ルギー法 2）4）による耐震計算を行い、換算 Is値を算

定する。対象は1981年以前の旧基準で設計された

事務所建物と体育館である。なお、本節の計算例

の詳細は、文献 5）に掲載予定である。

4.1 履歴型ダンパーで補強した中低層S造建物

対象建物の一般階平面図、Y1およびY4通り軸

組図をそれぞれ図8、図9に、架構とダンパー部材

断面を表1、表2に、各層の荷重変形関係を図10に

示す。表3のエネルギー法の計算結果では主架構が

弾性限界までに架構全体が吸収できるエネルギー

量が入力されるエネルギー量をわずかに上回る。

表4に換算 Is値の算定結果を示す。1層に損傷が集

中する傾向を示すが、換算 Is値は全層で Is = 0.7を

上回るダンパー配置となっている。

4.2 履歴型ダンパーで補強した鉄骨造体育館

対象建物の梁間構面軸組図、桁行構面軸組図、

屋根伏図をそれぞれ図11～13に示す。屋根を含め

た各節点を図11のように層とみなす。部材断面を

表5に示す。主架構の水平抵抗要素は引張ブレース

であり復元力特性はスリップ型である。

1、2層の荷重変形関係を図14に示す。エネルギー

法の計算結果を表6に示す。ダンパーでの補強によ

り、エネルギー法で要求される建物性能の1.5倍の

レベルを建物に持たせている。1、2層でほぼ全て

の入力エネルギーを吸収する。表7に換算 Is値を示

す。損傷が集中する1、2層でも、換算 Is値が0.9以

上となるダンパー配置となっており、全層で Is=0.7

を上回っている。

図8 一般階平面図

表1 主架構部材断面

表2 ダンパー部材断面

表3 中低層S造建物のエネルギーの計算

図9 Y1，Y4通り軸組図

図10 各階の荷重増分解析結果および復元力特性のモデル化
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5 まとめ
i）履歴型ダンパーで補強した建物の耐震性評価法

として、建築物の限界吸収エネルギーを陽な形

で表現する（1）～（3）式の換算 Is値を提案した。

ii）旧基準で設計された鉄骨造建物を履歴型ダンパー

により補強し、その耐震性を換算Is値により評価

できることを確認した。

本研究の成果が、制振部材による建物の補強と

耐震改修体の促進に寄与することを期待したい。

なお、本研究の詳細については文献 3）、5）を参照さ

れたい。

参考文献

1）日本建築防災協会：耐震改修促進法のための既存鉄骨造建築物の耐

震診断および耐震改修指針・同解説（1996），1996.10

2）日本建築センター：エネルギーの釣合いに基づく耐震計算法の技術

基準解説及び計算例とその解説，2005.10

3）小林正人，位田拓磨，五十棲雄高，長谷川隆，北村春幸：エネルギー

法に基づいた制振補強建物の換算Is値　－履歴型ダンパーを用いた制

振補強建物の耐震性評価－，日本建築学会構造系論文集，第663号，

pp.881-890，2011.5

4）独立行政法人建築研究所など編：鋼構造建築物へのエネルギー法活

用マニュアル，2008.9

5）位田拓磨，他：履歴型ダンパーで補強した既存鉄骨造建物の換算Is
値，（その1）～（その4），日本建築学会大会学術講演梗概集（関東），

（掲載予定）

表4 中低層S造建物の換算 Is値

図11 梁間構面軸組図

図12 桁行構面軸組図

図14 荷重変形関係

図13 屋根伏図

表5 主架構の部材断面

表6 体育館のエネルギーの計算

表7 体育館の換算Is値

66 MENSHIN NO.73 2011.8

12_成果報告_自由1.qxd  11.8.19 2:23 PM  ページ 66



1 序
近年、建築物の設計で考慮すべき地震動のレベ

ルが増大しており、これに伴い耐震性能の高性能

化が求められている。このような背景の下で、新

規及び既存の住宅・建築物の耐震性を、簡便かつ

安価に向上する技術開発が強く求められている。

このような要請の下で本研究では、新規開発中

の銅系超弾性合金 1）を用いた引張制振ブレースを

試作し、1/3スケールの縮小鋼構造骨組の振動台実

験を行い、試作した引張制振ブレースの有効性を

実証することを目的とする。

2 超弾性合金を用いた引張制振ブレース
超弾性合金は旗（flag）状の応力－ひずみ関係を持

ち、（1）荷重を除くことで変形が回復する形状回復

機能、（2）力の伝達を抑制する応力伝達抑制機能、（3）

エネルギー吸収機能を持つ 2-4）。

通常の鋼材ブレースを用いた建物の復元力特性は

図1（a）のようになり、繰返し載荷時に強度劣化や

残留変形が発生する。一方、超弾性合金ブレースを

用いた建物の復元力特性は図 1（b）のようになり、

地震中に変形が一方向に累積して倒壊に至ること

や、大きな残留変形が発生することを回避できる。

また、応力伝達抑制機能があるため、柱や梁などの

本体構造（既存建物の場合は既存骨組）が負担する

地震力を抑制できる。さらに、エネルギー吸収機能

により建物に10～15％程度の減衰性能を付与する

ことが可能である。

3 関連研究の動向と本研究の特徴
超弾性合金を用いた構造物に関する本格的な研究

開発としては、1990年代後半のECからの助成によ

る欧州のプロジェクト 2）、1990年代後半から2000年

代前半にかけて建築研究所が中心となって実施した

日米共同構造実験研究プロジェクト 3）、2000年代前

半から現在に至り米国ジョージア工科大学のDes

Roches教授がNSFの助成の下で実施している研究

プロジェクト 4）が挙げられる。

これらの研究開発では超弾性合金としてNi-Ti合

金が用いられている。しかしNi-Ti合金部材は単体

としては優れた機械特性をもつものの、材料自体

が高価で、板や棒材の成形にかかる加工コストや、

超弾性合金部材を他の建築部材と接合するために

必要なねじ切りや穴あけなどに要する切削加工コ

ストが、材料コスト以上に高価であることが問題

点として繰返し指摘されてきた 4）。

本研究では新規開発中のCu-Al-Mn合金棒 1）を引

張制振ブレースの一部に用いることで、上記問題

の解決を試みる。銅系超弾性合金の材料コストは

Ni-Ti合金の1/10以下であり、その研究開発は古く

から行われている。Cu-Al-Mn合金はそれらの合金

と比較して疲労特性に優れ、Ni-Ti合金と同程度の

超弾性（変形回復）特性を持つ点が大きく異なる。

切削加工性や冷間加工性が非常に優れている点も、

Cu-Al-Mn合金の大きな特徴である。

研究助成事業

図1 復元力特性：（a）鋼材ブレース，（b）超弾性ブレース

自由テーマ部門
「新規銅系超弾性合金を用いた引張制振ブレースの開発」

荒木慶一（京都大学大学院　工学研究科　建築学専攻）

貝沼亮介（東北大学大学院　工学研究科　マテリアル・開発系）

須藤祐司（同上）

大森俊洋（同上）

石田清仁（同上）
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4 実験
4.1 材料試験

φ 8mm、長さ 150mmのCu-Al-Mn超弾性合金棒

を作成した。合金棒の作成は株式会社古河テクノ

マテリアルが実施した。ねじ切り部での破壊を避

けるため、図2に示すように中央100mmをφ4mm

に切削加工し、端部にねじ切り加工を施した。

準静的繰返し引張載荷（0.001Hz）試験の結果を図

3に示す。図3より、4.5％程度のひずみを与えても

残留ひずみがほぼ0であることが観察できる。また、

同一の棒材に対して動的載荷（1Hz）試験を実施し、

準静的載荷時と比較して機械的性質の変化が無視

できるほど小さいことを確認した。

4.2 振動台実験

振動台の上に設置した縮小鋼構造骨組試験体の写

真を図4に示す。図4（a）は、上部を固定して準静的

載荷を行うための載荷治具を含む全体写真であり、

図4（b）は骨組試験体の拡大写真である。骨組の高

さは約1.4mであり、骨組の上に約350kgの錘（鋼板）

を設置する。振動台の加振方向に、一組の引張制振

ブレースをたすき掛けで設置した。部材間の接合は

全てベアリングを用いたピン接合であり、水平力は

全てブレースが負担する。

引張制振ブレースの拡大写真を図5に示す。図5

（a）はブレースと振動台、図 5（b）はブレースと梁

の接合部を示す。図 5（b）の黒丸で囲った部分に、

4.1節で材料試験を行った棒材を設置した。また、

図5の白丸で囲った部分はベアリング設置個所を示

す。本試験体のブレースには、両端2点、部材内1

点、合計3点のピン接合部を設けており、圧縮軸力

を負担しない設計となっている。

振動台の加振能力が限られているため、骨組の固

有周波数（約5.5Hz）に近い振動数の6Hzの正弦波に

より共振を利用し加振を行った。最大振幅は0.5mm

から4mmまで0.5mm刻みで大きくした。

研究助成事業

図2 本研究で用いたCu-Al-Mn超弾性合金棒の写真

図3 超弾性合金棒の準静的繰返し引張試験結果

図4 縮小鋼構造骨組試験体の写真

図5 引張制振ブレースの拡大写真

図6（a）入力加速度，（b）層間変形角，（c）合金棒の伸び
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最大振幅が 3.5mmの場合の計測時刻歴データを

図6に示す。図6（a）は振動台上で計測した加速度、

図 6（b）は柱の傾斜角から求めた層間変形角、図 6

（c）はブレース中の超弾性合金棒の伸びである。こ

れらの図から、この骨組は塑性率で3程度の変形を

受けても、残留変形がほとんど発生しなかったこ

とが確認できる。

5 結論と今後の展望
Cu-Al-Mn超弾性合金を用いた引張制振ブレース

を試作し、1/3スケールの縮小鋼構造骨組の振動台

実験を実施した。その結果、塑性率が3程度の変形

を与えても、無視できるほど小さな残留変形しか

発生しないことを確認した。

本研究で提案するように、Cu-Al-Mn超弾性合金

を引張制振ブレースの一部として利用することで、

粘弾性ダンパーよりも安価で汎用性が高い部材を

実現できる見込みは高い。そのため将来的には広

い普及と、それに伴う木造や軽量鉄骨の住宅や低

層建物の高耐震化に多大な貢献が可能であると期

待できる。
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研究助成事業

［はじめに］
本年度の本協会の「研究助成事業」として研究課題を公募したところ、7件の応募がありました。研究助

成審査委員会では応募書類を慎重に審査して、会長に2件の採用が上申されましたので、ここに採択の経緯

を報告いたします。

［研究助成の概要］
助成対象となる研究は、「免震・制振建築物の発展、普及推進に寄与する調査研究」とし、採用件数は原

則として2件以内、1件あたりの助成金額は100万円を上限としました。応募資格は、我が国の大学、研究機

関、企業、NPO法人などに在籍する個人またはグループです。本年度は、参考テーマを設けずに、応募者が

独自の研究課題で応募できることにいたしました。公募期間は4月5日から5月31日でした。

［選考経緯］
研究助成委員会では、応募書類に述べられた研究目的と内容、研究方法、研究費の用途について慎重に審

査しました。応募された研究課題は、それぞれ免震・制振の技術的な発展、社会への普及推進に有意義なも

のでした。

審査にあたっては、（ア）免震・制振建築物に関連する技術の発展への貢献、（イ）免震・制振建築物の社会

への普及推進への貢献、（ウ）研究方法の評価、（エ）関連研究の動向に対する申請研究の独創性、（オ）助成金

の用途の妥当性等に留意しました。

選考に際しては、応募課題ごとに個別に委員会全員で上に書いた5項目について評価して、それぞれの応

募課題について委員の評価と良い点および問題となる点に関するコメントを参考に長時間にわたり審議し、

採択課題を決定しました。

日本免震構造協会
会長　西川孝夫

第3回　免震構造・制振構造に関わる
研究助成の選考及び結果
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［選考結果］
採択された研究課題と委員会の講評意見を応募書類を受理した順に示します。

（1）研究課題：免震部材の多軸連成力学モデルの開発

代 表 者：菊地　優

所　　属：北海道大学大学院　工学研究院建築都市空間デザイン部門

助成金額：100万円

講　　評：近年、高減衰積層ゴムの水平2方向入力時の限界性能が1方向入力時のそれよりも低下する

ことが実験的に確認され、その影響の検討が進められているところである。今後、履歴減衰

を有する免震支承全般に関しても検討が進められていくことになろうが、実験を精度よく再

現する力学モデルの開発も課題となっている。本研究はこのモデルの開発に関するものであ

り、その成果は信頼性の高い地震時安全性の検証に寄与すると期待されます。

（2）研究課題：超音波を用いた免震積層ゴムの非破壊検査法に関する基礎的検討

代 表 者：大畑勝人

所　　属：株式会社竹中工務店

助成金額：100万円

講　　評：免震部材はその免震性能を維持するために、定期的な点検・検査を実施しており、現在、管

理基準としてJSSI発行の「免震建物の維持管理基準2010」などが整備されている。維持管理

手法は目視と計測による点検であるが、外観検査では表面の傷などの損傷は確認できても内

部の損傷を確認する方法は現在無い。本研究は、最も普及している積層ゴム支承を対象とし

て、超音波の送受信により非破壊で積層ゴム内部の損傷を確認しようとするもので、今後の

維持管理における健全性評価法に寄与するという観点から、研究助成に値すると評価できる。

［おわりに］
本年度は、公募期間が4月初旬から5月末日、審査が6月中旬に行われ、審査結果が研究助成審査委員会か

ら会長に上申され、助成期間が7月末日から翌年3月末日となっておりました。しかし、採択された研究者

ができるだけ早く研究に着手できることが望ましいので、研究助成審査委員会では、来年度には、募集期間

を3月初旬から4月末日、審査を5月に行い会長に上申し、審査結果を6月に開かれる本協会の年次総会およ

び会誌で発表することを提案しています。このようにすることで、研究助成開始時期が6月中旬とし、本年

よりも1カ月以上早めることができます。

［選考委員］
＜研究助成審査委員会＞

小谷俊介（委員長）、荻野伸行、可児長英、川口健一、竹中康雄、田村和夫、古橋　剛
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日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）を受け、
性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ行っております。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容

建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方
法や建築材料については、法第68条の26の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これ
は、日本免震構造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。
◇業務範囲

日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関す
る省令第59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60mを
超える超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物
②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料等の建築材料の性能評価

◇業務区域

日本全域とします。
◇性能評価委員会

日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分） 原則として毎月第1水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇評価員

構造性能評価委員会 材料性能評価委員会
委員長 和田　章 （東京工業大学） 委員長 寺本　隆幸 （東京理科大学）
副委員長 壁谷澤寿海 （東京大学） 副委員長 山　峯夫 （福岡大学）

山崎　真司 （東京電機大学） 委員 曽田五月也 （早稲田大学）
委員 大川　出 （建築研究所） 西村　功 （東京都市大学）

島 和司 （神奈川大学） 山崎　真司 （東京電機大学）
瀬尾　和大 （東京工業大学）
曽田五月也 （早稲田大学）
田才　晃 （横浜国立大学）
中井　正一 （千葉大学）

◇審査基準

性能評価の審査は、第2号の2の区分にあっては、平成12年建設省告示第1461号「超高層建築物
の構造耐力上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」を含む建築基準法令、その
他の技術基準に照らし審査いたします。
また、第6号の区分にあっては、平成12年建設省告示第1446号「建築物の基礎、主要構造部等に
使用する建築材料並びにこれらの建築材料が適合すべき日本工業規格又は日本農林規格及び品質に
関する技術的基準を定める件」を含む建築基準法令、その他の技術基準に照らし審査いたします。
具体的には、該当する業務方法書をご覧ください。

◇詳細案内

詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
URL: http://www.jssi.or.jp/

日本免震構造協会　性能評価（評定）完了報告
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国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたもの、及び
当協会免震建物データ集積結果により作成しています。間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。
また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　　URL:http://www.jssi.or.jp/ FAX:03-5775-5734 E-MAIL: jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表
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委 員 会 の 動 き

運営委員会
委員長 深澤　義和

運営委員会は4/12、5/11に開催

された。新法人移行については、

4月18日に申請した。最短で8月

中頃に認可される。3月11日の東

北太平洋沖地震による免震・制振

構造の応答を調査するため、応答

制御構造物調査委員会が発足し

た。同委員会には、制振構造調査

部会、免震構造設計部会、免震構

造地震応答評価部会の3分科会も

含まれる。理事会・総会に向け、

平成22年度事業報告および収支

計算書を確認した。また、平成

23年度事業計画および収支計算

書も確認した。本年度は、東北太

平洋沖地震対応と新法人移行後の

新たな運営が大きな課題である。

技術委員会
委員長 北村　春幸

今年度から日本建築学会長に就

任された和田章先生から技術委員

長を引き継ぎました。免震技術の

さらなる発展を目指して努力を致

しますので皆様のご協力をよろし

くお願い致します。

免震構造も1982年に八千代台

住宅が建設されてから約30年が

経過し、新しい耐震技術として社

会に認められ、普及してきました。

しかしながら、免震構造も新しい

技術であるが故に、これまで見過

ごされてきた課題や問題点が新た

に見つかっています。耐風設計部

会は2000年以降増加した超高層

免震建物における問題点を解決す

べく設置されました。3月11日東

日本大震災では、数百棟の免震建

物が震度5弱を超える地震動を受

け、免震構造の優れた耐震性能が

実証され、利用者や居住者から高

い評価を受けました。その一方で、

広く普及したことにより構造設計

者や技術者のチェック不足に起因

する、免震エキスパンションジョ

イントの損傷に代表される課題も

見つかってきました。それらに対

応すべく、技術委員会に新たな部

会やWGを設置し、早急にその成

果を指針等で公表して行きます。

安心安全に向けた絶え間ない

見直しと改善の努力を続けてい

くことで技術は維持でき、発展

させることが出来るものであり、

免震協会の技術委員会の活動が

その一端を担っています。社会

の要請をすばやくキャッチして

対応できる柔軟で機動力のある

技術委員会を目指して活動進め

ていく所存です。ここに各部会

の活動報告を示します。

免震設計部会
委員長 公塚　正行

●設計小委員会

委員長　藤森　智
改訂された各種合成構造設計

指針における各種アンカーボル

ト設計指針の変更内容に基づき

「免震装置の接合部・取り付け躯

体の設計指針」を改訂中である。

また免震クリアランス（水平・

上下方向）の考え方を整理し、

JSSI案を検討中である。

●入力地震動小委員会

委員長　久田　嘉章
6月13日に委員会（第64回）を

開催した。4月11日の福島県浜通

り地震の被害調査報告の後、設

計用入力地震動ガイドラインの

改訂を目的とした分担作業の結

果を審議した。引き続き、作業

を継続し、今年度中には第一次

案をまとめる予定である。

●設計支援ソフト小委員会

委員長　酒井　直己
「非線形粘性ダンパーを含む免

震層の簡便な応答予測法」の開発

目的である「免震層の最大変位と

最大せん断力の応答予測曲線」が

完成し、時刻歴応答解析結果との

比較検証に続き、免震告示設計法

との比較検証を行っている。

耐風設計部会
委員長 大熊　武司

来年度刊行予定の「免震構造物

の耐風設計指針」の年度内脱稿を

目標に、1次案作成にむけて、資

料の整備・編集・査読、公表予定

の関係成果ついての意見交換を進

めている。なお、MENSHIN NO.71

2011.2に「指針（案）」の本文と一

部の解説ならびに付録の構成案を

「委員会報告」として開示した。

関連してNO.72の巻頭言に、部会

主査の大熊が「耐風性能の検証必

要性」を改めて訴えている。

施工部会
委員長 原田　直哉

東日本大震災により広範囲の免

震構造建物の状況が明らかになり

つつあるが、施工部会では、特に

施工品質に起因するかどうかとい

う情報について議論している。今

後、JSSI免震構造施工標準に追

記すべき情報も増えそうな気配

である。

免震部材部会
委員長 山　峯夫

●アイソレータ小委員会

委員長　 山　峯夫

アイソレータ小委員会では、

『免震構造－部材の基本から設

計・施工－』を刊行した。今後は、

免震部材が多数回の繰り返し変形

を受けた場合のエネルギー吸収性
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能の把握、水平2方向加力による

影響、耐久性などについて検討し

ていく予定である。

●ダンパー小委員会

委員長　荻野　伸行

各ダンパーの新たな知見（部材

特性データや評価方法）の調査・

検討を継続して進めており、WEB

公開のデータを更新したいと考え

ている。また、「防耐火部会（オイ

ルダンパー耐火性能WG）で検討

しているオイルダンパーの耐火試

験の協力」、及び「応答制御建築

物調査委員会　ダンパーWGへの

協力」も平行して進めている。

応答制御部会
委員長 笠井　和彦

パッシブ制振評価小委員会

委員長　笠井　和彦

制振部材品質基準小委員会

委員長　木林　長仁

制振部材の活用に関する検討

を行うための活動を4/14（9名）、

6/10（7名）に行った。この中で、

長周期・長継続時間地震に対す

るオイルダンパーの性能確認試

験に関する検討、および免震・

制振部材とその取り付け部の不

具合事例に関する意見交換を行

った。また、「制振建築のはじめ

て」は建築防災2011年4月号に

掲載された。

防耐火部会
委員長 池田　憲一

耐火設計ガイドブックは引用

許諾、査読もほぼ完了し今秋発

行予定。すべり支承系装置は建

材試験センターでの載荷加熱試

験を終了。本結果を基に、耐火

試験条件及び耐火構造認定条件

を連絡協議会と調整予定。オイ

ルダンパーの耐火性能について

は、国士舘大学岸本先生指導の

下に行った基礎実験結果につい

て検討を実施。

普及委員会
委員長 須賀川　勝

昨年度から9月に実施されるフ

ォーラムのテーマなどを検討し

てきたが、東日本大震災発生に

よって状況が一変したため急遽、

各部会委員長を中心に運営幹事

会を5月、6月に開催した。更に

年度内には協会が一般社団法人

に移行することを契機に会誌の

表紙デザインを変更することも

決定した。その他各部会の報告

は以下の通りである。

教育普及部会
委員長 前林　和彦

教育普及部会では、以下の項目

について内容の検討を行い、原案

を作成した。

①「免震フォーラム」（9月1日開

催予定）

東日本大震災を受けて協会内

に設置された特別調査委員会の

活動である免震・制振建築物の

挙動に関する調査・解析検討の

中間報告を取り上げる。

基調講演を関西大学の河田惠

昭先生にお願いし、ご講演いた

だく。

②免震フェア2011

8月23～25日の日本建築学会

大会に併せて、早稲田キャンパ

ス内で実施予定。

当協会の他、協賛各社の展示と

免震体験車による体験コーナーを

設ける。

③UIA2011東京大会（会場:東京国

際フォーラム）

9月26日（月）～28日（水）展示

会「ecobuild（エコビルド）2011」

へ出展

④東北大学　片平まつり

10月8、9日（土、日）に東北大

学「片平まつり」へ出展依頼を

受け検討中。

出版部会
委員長 加藤　晋平

出版部会の全体会議は4月27日

（水）に開催された。5月25日（水）

発行予定の会誌72号の進行状況

の確認、次の73号の内容及び執

筆依頼について検討した。

73号では、3月の東日本大震災

関連で寄稿できるものがあれば速

やかに掲載して行くこととした。

社会環境部会
委員長 久野　雅祥

5月18日に第26回委員会を開

催した。

3月11日の東北地方太平洋沖地

震における免震建物の挙動に関す

る情報に基づき、その効果や建物

周辺のエキスパンション、地盤の

被害などについて検討し、今回の

震災も踏まえた今年度の活動計画

を討議した。

国際委員会
委員長 斉藤　大樹

国際委員会の依頼でイタリア、

ロシアから免制震技術に関する投

稿を頂き、5月号の会誌に掲載さ

れた。引き続き、他の国々の動向

についても紹介をしていきたいと

考えている。また、今年の9月に

ロシアのソチで開催される第12

回世界免震会議のアナウンスと日

本の免震の技術情報（積層ゴムの

経年劣化）のレポートをニュース

レターとして海外に発信した。第

12回世界免震会議では、国際委

員会（およびCIB/W114）が主催す

る特別セッション「免震建築物の

耐震設計法の国際調和」を提案し、
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実施が認められた。特別セッショ

ンでは、ベンチマーク建物を用い

た試設計に、日本、米国、中国、

台湾、イタリア等の参加が予定さ

れている。

資格制度委員会
委員長 長橋　純男

資格制度委員会は、当協会が認

定する「免震部建築施工管理技術

者」および「免震建物点検技術者」

の資格に関わる講習・試験及び更

新講習会の実施と、その合否判定

の事業を担当している。2011年

度後半に開催を予定しているそれ

ぞれの「講習・試験」及び「更新

講習会」は下記の通りであり、4

月14日（木）に開催した今年度第

1回及び7月28日（木）開催の第2

回の当委員会「運営幹事会」をは

じめ、当委員会6部会において、

このための諸準備を始めていると

ころである。なお、上記二資格に

対する建築界の需要が増大してい

ることを背景に、取り分け、「免

震部建築施工管理技術者」の新規

受験者及び更新手続者が近年たい

へん多くなっている実情にある。

10月2日（日）

第12回免震部建築施工管理技

術者講習・試験

（会場：東京・ベルサール半蔵

門又はベルサール渋谷）

11月6日（日）

第7回免震部建築施工管理技術

者/更新講習会

（会場：東京・砂防会館）更新

対象者560名

11月27日（日）

第5回免震建物点検技術者/更

新講習会

（会場：東京・ JA共済ビル）

更新対象者184名

1月28日（土）

第10回免震建物点検技術者講

習・試験

（会場：東京・JA共済ビル）
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日付 委員会名 開催場所 人数

4.4 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 5
4.8 修士論文賞審査委員会 事務局 9
4.11 応答制御建築物調査委員会準備会 〃 10
4.12 運営委員会 〃 14
4.13 技術委員会/耐風設計部会 〃 7
4.14 資格制度委員会/運営幹事会 〃 9
4.14 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 建築家会館3F大会議室 9
4.20 近未来問題検討委員会 事務局 7
4.21 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 〃 10
4.22 国際委員会 〃 7
4.25 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会 建築家会館1F大ホール 23
4.26 技術委員会/施工部会 事務局 12
4.27 技術委員会/防耐火部会 〃 19
4.27 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG 〃 10
4.27 普及委員会/出版部会/「MENSHIN」72号編集WG 〃 6
4.27 普及委員会/出版部会 〃 13
5.9 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 7
5.10 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 事務局 8
5.11 運営委員会 〃 14
5.11 応答制御建築物調査委員会/本委員会 〃 27
5.12 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 〃 10
5.13 普及委員会/運営幹事会 建築家会館3F小会議室 7
5.13 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 事務局 15
5.17 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館1F大ホール 8
5.18 普及委員会/社会環境部会 事務局 5
5.19 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 〃 11
5.24 技術委員会/防耐火部会 建築家会館3F大会議室 13
5.24 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 7
5.26 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG・認定WG・認定試験体WG合同 〃 8
5.26 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 事務局 10
5.30 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会 建築家会館1F大ホール 29
5.31 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 事務局 8
5.31 応答制御建築物調査委員会/免震構造地震応答評価部会、制振構造調査部会 日本青年館ホテル会議室 27
5.31 応答制御建築物調査委員会/本委員会 〃 23
6.3 国際委員会 事務局 7
6.8 技術委員会/耐風設計部会 〃 8
6.9 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 〃 11
6.10 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 〃 7
6.20 普及委員会/運営幹事会 建築家会館3F小会議室 7
6.13 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 事務局 13
6.14 近未来問題検討委員会 〃 7
6.14 研究助成審査委員会 建築家会館3F大会議室 7
6.14 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 7
6.16 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 事務局 7
6.16 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 〃 5
6.24 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/ダンパーWG 〃 10
6.24 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会SWG 建築家会館3F性能評価室 3
6.24 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/幹事会 事務局 7
6.27 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 〃 8
6.27 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会 建築家会館3F大会議室 30
6.28 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 事務局 9
6.28 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 7
6.30 技術委員会/防耐火部会 事務局 12

委員会活動報告（2011.4.1～2011.6.30）
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会員種別 会員名 業種または所属

入　会

会員数 名誉会員 1名
（2011年7月31日現在） 

第1種正会員 95社

 第2種正会員 201名

 賛助会員 71社

　　　　　　　　 特別会員 6団体

会員名 業種または所属会員種別

退　会

第2種正会員 石橋　一彦 千葉工業大学

　　〃 小川　淳二 秋田県立大学

　　〃 鎌田　輝男 福山大学

賛助会員 （株）ADO建築設計事務所 設計事務所

　　〃 木下工業（株） 鋼構造物工事業

第2種正会員 池田　雄一 国際理工専門学校

　　〃 白井　和貴 北海道大学

賛助会員 （株）アイソテクノサポート 免震建物点検

　　〃 中国電力（株） 電気事業
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入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

一般社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）
300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、本協
会の目的に賛同して入会した個人
理事の推薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口
10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可
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〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

一般社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

下さい。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、請求書・

資料（協会出版物等）を同封します。

一般社団法人日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

２．代表名とは、下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関連加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい。｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など。

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい。

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい。

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい。

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

入れて下さい。
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1. 免震建物  2. 制震建物  3. 非免制震（番号をご記入ください）

氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：コンサルタント

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料 ｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

 ｛｛4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　） c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b.土木　c.エンジニアリング　d.その他（ ）

a.不動産　b.商社　c.事業団　d.その他（ ）

*会員コード
*入会承認日

*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

一般社団法人日本免震構造協会 入会申込書

担当者が勤務している事務所の建物
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一般社団法人日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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一般社団法人日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　一般社団法人日本免震構造協会事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容 （名刺を拡大コピーして、貼っていただいても結構です）
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9/1 「第14回免震フォーラム」（東京：工学院大学）

9/13 理事会（明治記念館）

9/13 「一般社団法人日本免震構造協会」通常総会（明治記念館）

9/20～23 第12回世界免震会議参加（ロシア：ソチ）

9/26～28 UIA2011東京大会（東京国際フォーラム）

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

11月
11/6 施工管理技術者対象：更新講習会（東京：砂防会館）

11/16 通信理事会

11/25 会誌「menshin」№74発行

11/27 点検技術者対象：更新講習会（東京：JA共済ビル）

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

9月

日 月 火 水 木 金 土

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

1

8

15

22

29

2 

9 

16 
23/30

3 

10 

17 
24/31 

4 

11 

18 

25

10月
10/2 平成23年度免震部建築施工管理技術者講習・試験（東

京：渋谷ベルサール）

10/8～9 東北大学片平まつり

10/17 通信理事会

10/下旬 平成23年度免震部建築施工管理技術者試験合格者発表

は、行事予定日など行事予定表（2011年9月～2011年11月）

108 MENSHIN NO.73 2011.8

インフォメーション
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新日鉄エンジニアリングの

免震シリーズ

■積層ゴム一体型免震Ｕ型ダンパー

従来の免震鋼棒ダンパーに比べ、降伏せん断力当たりの
価格が安く、経済的です。

積層ゴムアイソレーターと一体にすることが可能です。
また、ダンパーのサイズ、本数や配置、組み合わせを選択できます。

免震U型ダンパーの360度すべての方向に対し、
ほぼ同等の履歴特性を示します。

地震後のダンパー部分の損傷程度を目視にて確認でき、点検が容易です。
また、万が一の地震後におけるダンパー交換も可能です。

■別置型免震U型ダンパー

免震Ｕ型ダンパー
低コスト

自由度

無方向性

メンテナンス

純度99.99％の純鉛を使用、数mmの変位から地震エネルギーを
吸収します。また800mm以上の大変形にも追随できます。

従来の径180の鉛ダンパーと比べ、２倍以上の降伏せん断力をもち、
経済的です。

地震後のダンパー交換も容易です。また変形した鉛ダンパーは
再加工後、再利用できるため、廃棄物になりません。

高品質

低コスト

メンテナンス

免震鉛ダンパー

強く、安く、扱いやすい
純鉛ダンパー

さまざまな設計・施工ニーズに
応える２タイプの免震Ｕ型ダンパー

■鉛ダンパー

〒141-8604 東京都品川区大崎一丁目5番1号大崎センタービル
Tel. 03-6665-4360 7 0120-57-7815 http://www.menseishin.com/
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〒103-0028 東京都中央区八重洲1-6-6 八重洲センタービル9階　TEL.03-5202-6865 FAX.03-5202-6848
e-mail menshin@group.bridgestone.co.jp

お問合わせ先

ホームページアドレス URL：http://www2.bridgestone-dp.jp/construction/antiseismic_rubber/

建設資材販売促進部　免震販売促進課

水平せん断試験風景

・免震部材を配置し応答計算を実行するソフト。
・告示計算と時刻歴解析の両手法での検討が可能。

・多様な模擬地震波を装備。
・ホームページより無償ダウンロード。

ブリヂストンの設計支援サービス

マルチラバーベアリングは、ゴムと鋼板でできたシンプルな構造。上下方向に硬く、水平
方向に柔らかい性能を持ち、地震時の揺れをソフトに吸収し、大切な人命を守ります。

ブリヂストン免震ゴム

免震部材配置計画支援プログラム

・最適積層ゴムサイズ
・解析結果

告示計算
GA　最適化

照査
N

Y

製品DB

確認

時刻歴応答解析

・柱座標
・軸力（長期／短期）
・積層ゴムタイプ

積層ゴムサイズ
の選定・配置

START

END 時刻歴解析による精査

上部構造物の
モデル入力

免震層の
荷重履歴曲線

NEW
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詳細は以下までご相談下さい。

国土交通大臣認定
天然ゴム系：
  FP180CN-0349
高減衰ゴム系：
  FP180CN-0350

【適合免震装置：天然ゴム系、
高減衰ゴム系支承】

目安寸法

600

1,310×1,310
1,510×1,510
1,710×1,710
1,910×1,910
2,110×2,110

けい酸カルシウム板

●耐火1時間性能試験を行い、非加熱面温度（裏面温度）
が告示で定める可燃物燃焼温度（建告1432号）以下で
あることを確認しています。
●400mm変位試験を行い、変位前後で異常が無い事を
確認しています。

14_広告-3.qxd  11.8.19 2:30 PM  ページ 115



14_広告-3.qxd  11.8.19 2:30 PM  ページ 116



14_広告-3.qxd  11.8.19 2:30 PM  ページ 117



14_広告-3.qxd  11.8.19 2:30 PM  ページ 118



119インフォメーション

I n f o r m a t i o n
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120 MENSHIN NO.73 2011.8

震大地震震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）

価格（税込） ： 会　員 ￥2,000
  非会員 ￥2,500
  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2005年8月

販 　 売  ： Taylor & Francis

［日本語版］
価格（税込） ： 会　員 ￥1,500
  非会員 ￥2,000
  アカデミー ￥1,000

発 行 日 ： 2006年11月

発 行 日 ： 2006年12月

［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Francis社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）

東日本大震災・福島第一原発事故と暗く悲しいこ
とがある中、女子サッカーワールドカップで「なで
しこジャパン」が優勝しました。みんなの粘りで勝
ち取った優勝であり、喜びと勇気を我々にもたらし
てくれました。震災復興も国・被災地がみんなで粘
り強く協議して後世に残る復興にしてもらいたいと
思っております。
今号は、東北地方太平洋沖地震関連で、地震観測
記録及び体験記を掲載しておりますが、井上先生の
体験記では地震後の生活面での注意事項や福島第一

原発から今迄「起こらないように対策」のみで、「起
きたときの対応」が出来ていなかった等の貴重な意見
がありましたが、免震建物の設計においても同様に
「起きたときの対応」に欠けている面があるように感
じますので、今後検討する必要があると思われます。
国分寺の豊かな緑に囲まれた「森のホスピタル」
である府中メディカルプラザに訪問取材した今回の
編集WGは、小澤、猿田、世良、人見、藤波、浜辺
さんの6名の方々でした。御苦労様でした。

出版部会委員長　　加藤　晋平

編集後記
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